
号

令和 7 年 10 月 3 日

殿

学長 越智 光夫

１ 開設者の住所及び氏名

（注）

２ 名称

３ 所在の場所

４ 診療科名

4－1 標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2 標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

（注） 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

・代謝内科については消化器内科で医療を提供している。
・神経内科については脳神経内科で医療を提供している。
・内分泌内科については内分泌・糖尿病内科で医療を提供している。
・アレルギー疾患内科については呼吸器内科で医療を提供している。

〒734-8551 広島市南区霞一丁目2番3号

電話( 082 ) 257 － 5555

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和6年度の業務に関して報告します。

開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒739-8511 東広島市鏡山一丁目3番2号

国立大学法人広島大学 学長 越智 光夫

広島大学病院

広島大学病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

広大病医事第25-3

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人広島大学

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５ 病床数

（単位：床）20 2 720 742

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

外科 無

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

・内分泌外科については乳腺外科で医療を提供している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

移植外科 腫瘍内科 病理診断科 形成外科

歯科の診療体制

1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

リハビリテーション科

脳神経内科 内分泌・糖尿病内科



６ 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

576 273 662.0 20 0

166 94 198.3 44 83

81 2 81.8 18 0

0 0 0.0 13 0

22 0 22.0 0 0

914 14 922.0 23 11

0 0 0.0 4 58

24 0 24.0 6 359

13 2 14.7 56 169

（注）

７ 専門の医師数

（注）

８ 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 6 年 4 月 1 日

９ 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

1304.8

154

550.7

1689.9

21.0

448.4

571.7

2138.3

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

1 報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （安達 伸夫） 任命年月日

令和4年4月1日～令和6年3月31日の2年間、医療安全管理責任者に就任

歯科等以外 歯科等 合計

合計

21

15

20

17

31

36

16

355

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 15

76

49

9

25

6

19

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1 報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

助産師

看護師 医療社会事業従事者



人

人

人

（注）

10 施設の構造設備

38 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

540 ㎡ （主な設備）

68 ㎡ （主な設備）

254 ㎡ （主な設備）

122.5 ㎡ （主な設備）

45 ㎡ （主な設備）

1342.1 ㎡ 室数 室 人

42.8 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

20,222

21,586

1,872

24,744

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

ｸﾘｵｽﾀｯﾄ，顕微鏡，保冷庫，細胞診標本作成装置，ﾊﾞｲｵｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ，自動免疫染色装置，超純水製造装置

臓器写真台，解剖台，ﾎﾙﾑｲﾚｲｻｰ脱臭装置，酸素ｸﾗｽﾀｰ除菌脱臭装置，光触媒空気清浄器，ﾎﾙﾏﾘﾝﾘｻｲｸﾙ装置

顕微鏡，パソコン，超微量ﾊﾟｰｿﾅﾙ分光光度計，微量遠心機，PCR装置，全自動核酸抽出装置，ﾎﾓｼﾞﾅｲｻﾞｰ

1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 89.3 逆紹介率 87.2

19

1

収容定員

蔵書数

599

10,000

病床数 16277.5

-

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

なし

114.9

CO2ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ，FFP解凍器，ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ，ﾙﾐﾈｯｸｽ，遠心機，分光光度計，位相差顕微鏡，ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR

MIC測定装置，ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ，ﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽ，安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ，遺伝子分析装置，恒温器，顕微鏡，冷蔵庫

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
797.1

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

26

20

358

1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

利害
関係

委員の要件
該当状況

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由



○ 無

無

無

（注）

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

山田 謙慈
広島県医師会・常任理
事

医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

中井 克洋
広島県医師会・常任理
事メープル法律事務所

法律に関する識見を有
する者

1

中川 圭
認定NPO法人乳がん患
者友の会きらら・理事長

医療を受ける者 2

「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

病院ホームページに掲載

有

有



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

9人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

2

9人

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（ＰＣＲ法）

内視鏡的憩室隔壁切開術

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

2人

0人

0人

2人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

8

4人

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

自家骨髄単核球移植による血管再生治療 全身性強皮症（難治性皮膚潰瘍を伴うものに限る。）

ネシツムマブ静脈内投与療法

自家骨髄単核球移植による血管再生治療 包括的高度慢性下肢虚血（閉塞性動脈硬化症を伴うものに限
る。）

先 進 医 療 の 種 類

テモゾロミド用量強化療法 膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）JCOG1308C

ハイパードライヒト乾燥羊膜を用いた外科的再建術 再発翼状片（増殖組織が角膜輪部を超えるものに限
る。）

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法 膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

周術期デュルバルマブ静脈内投与療法 肺尖部胸壁浸潤がん（化学放射線療法後のものであって、同側
肺門リンパ節・縦隔リンパ節転移・同一肺葉内・同側の異なる肺葉内の肺内転移及び遠隔転移のないもの

アスピリン経口投与療法 家族性大腸腺腫症

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 0

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 6 56 ベーチェット病 76
2 筋萎縮性側索硬化症 48 57 特発性拡張型心筋症 29
3 脊髄性筋萎縮症 7 58 肥大型心筋症 8
4 原発性側索硬化症 2 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 13 60 再生不良性貧血 32
6 パーキンソン病 121 61 自己免疫性溶血性貧血 2
7 大脳皮質基底核変性症 7 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 4
8 ハンチントン病 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 36
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 2
10 シャルコー・マリー・トゥース病 3 65 原発性免疫不全症候群 44
11 重症筋無力症 78 66 IgＡ 腎症 62
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 37
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 119 68 黄色靱帯骨化症 7

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
21 69 後縦靱帯骨化症 40

15 封入体筋炎 10 70 広範脊柱管狭窄症 1
16 クロウ・深瀬症候群 2 71 特発性大腿骨頭壊死症 189
17 多系統萎縮症 19 72 下垂体性ADH分泌異常症 17
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 64 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1
19 ライソゾーム病 5 74 下垂体性PRL分泌亢進症 18
20 副腎白質ジストロフィー 0 75 クッシング病 5
21 ミトコンドリア病 7 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 25 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 13
23 プリオン病 1 78 下垂体前葉機能低下症 143
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
25 進行性多巣性白質脳症 1 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 0 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 9
27 特発性基底核石灰化症 2 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 141 83 アジソン病 2
29 ウルリッヒ病 1 84 サルコイドーシス 59
30 遠位型ミオパチー 4 85 特発性間質性肺炎 68
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 37
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 8
34 神経線維腫症 31 89 リンパ脈管筋腫症 8
35 天疱瘡 20 90 網膜色素変性症 17
36 表皮水疱症 3 91 バッド・キアリ症候群 1
37 膿疱性乾癬（汎発型） 6 92 特発性門脈圧亢進症 3

38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 0 93 原発性胆汁性胆管炎
旧病名（原発性胆汁性肝硬変）

68

39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 17
40 高安動脈炎 20 95 自己免疫性肝炎 24
41 巨細胞性動脈炎 8 96 クローン病 411
42 結節性多発動脈炎 11 97 潰瘍性大腸炎 536
43 顕微鏡的多発血管炎 30 98 好酸球性消化管疾患 12
44 多発血管炎性肉芽腫症 19 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 1
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 28 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 2 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 24 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 8 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 246 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 111 105 チャージ症候群 1
51 全身性強皮症 97 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1

52 混合性結合組織病 27 107 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

13

53 シェーグレン症候群 51 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 9 109 非典型溶血性尿毒症症候群 3
55 再発性多発軟骨炎 8 110 ブラウ症候群 0

高度の医療の提供の実績

4 指定難病についての診療

（様式第2）



高度の医療の提供の実績

4 指定難病についての診療

（様式第2）

疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 1
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 13
113 筋ジストロフィー 34 163 特発性後天性全身性無汗症 12
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 1
115 遺伝性周期性四肢麻痺 4 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 3
117 脊髄空洞症 0 167 マルファン症候群 8
118 脊髄髄膜瘤 3 168 エーラス・ダンロス症候群 3
119 アイザックス症候群 2 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 6
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 2

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
1 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0

127 前頭側頭葉変性症 1 177 ジュベール症候群関連疾患
旧病名（有馬症候群）

0

128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 1 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 1
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 1 194 ソトス症候群 1
145 ウエスト症候群 1 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 1 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 1
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 11 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 0 210 単心室症 0



高度の医療の提供の実績

4 指定難病についての診療

（様式第2）

疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
211 左心低形成症候群 0 261 タンジール病 0
212 三尖弁閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 263 脳腱黄色腫症 2
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 264 無βリポタンパク血症 0
215 ファロー四徴症 0 265 脂肪萎縮症 0
216 両大血管右室起始症 0 266 家族性地中海熱 2
217 エプスタイン病 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
218 アルポート症候群 0 268 中條・西村症候群 0

219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

220 急速進行性糸球体腎炎 6 270 慢性再発性多発性骨髄炎 3
221 抗糸球体基底膜腎炎 0 271 強直性脊椎炎 22
222 一次性ネフローゼ症候群 45 272 進行性骨化性線維異形成症 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
224 紫斑病性腎炎 5 274 骨形成不全症 1
225 先天性腎性尿崩症 0 275 タナトフォリック骨異形成症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 0 276 軟骨無形成症 1
227 オスラー病 8 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
228 閉塞性細気管支炎 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 2 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
1

230 肺胞低換気症候群 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 4
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 4
232 カーニー複合 1 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
233 ウォルフラム症候群 0 283 後天性赤芽球癆 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 1 285 ファンコニ貧血 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1 287 エプスタイン症候群 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 2 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 10
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 1
240 フェニルケトン尿症 3 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
241 高チロシン血症1型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
242 高チロシン血症2型 0 292 総排泄腔外反症 0
243 高チロシン血症3型 0 293 総排泄腔遺残 0
244 メープルシロップ尿症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
245 プロピオン酸血症 1 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
246 メチルマロン酸血症 1 296 胆道閉鎖症 4
247 イソ吉草酸血症 0 297 アラジール症候群 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 298 遺伝性膵炎 0
249 グルタル酸血症1型 0 299 嚢胞性線維症 0
250 グルタル酸血症2型 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 34
251 尿素サイクル異常症 4 301 黄斑ジストロフィー 1
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 2
253 先天性葉酸吸収不全 0 303 アッシャー症候群 1
254 ポルフィリン症 4 304 若年発症型両側性感音難聴 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 305 遅発性内リンパ水腫 0
256 筋型糖原病 1 306 好酸球性副鼻腔炎 99
257 肝型糖原病 2 307 カナバン病 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 308 進行性白質脳症 0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0

260 シトステロール血症 0 310 先天異常症候群 0



高度の医療の提供の実績

4 指定難病についての診療

（様式第2）

311 先天性三尖弁狭窄症 0 328 前眼部形成異常 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 329 無虹彩症 2

313 先天性肺静脈狭窄症 0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症
旧病名（先天性気管狭窄症）

0

314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 7

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0

316 カルニチン回路異常症 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
317 三頭酵素欠損症 1 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
318 シトリン欠損症  2 335 ネフロン癆 0

319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0 336
家族性低βリポタンパク血症１

（ホモ接合体）
0

320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0 337 ホモシスチン尿症 0

321 非ケトーシス型高グリシン血症 0 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0
322 β―ケトチオラーゼ欠損症   0 339 MECP2重複症候群 0

323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0 340
線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群

を含む。）
1

324 メチルグルタコン酸尿症 0 341 TRPV4異常症 0
325 遺伝性自己炎症疾患 0
326 大理石骨病 0

327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
5

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 151
合計患者数（人） 3945



5 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・情報通信機器を用いた診療に係る基準 ・感染対策向上加算１

・医療ＤＸ推進体制整備加算 ・患者サポート体制充実加算

・地域歯科診療支援病院歯科初診料 ・重症患者初期支援充実加算

・歯科外来診療医療安全対策加算２ ・報告書管理体制加算

・歯科外来診療感染対策加算４ ・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・歯科診療特別対応連携加算 ・ハイリスク妊娠管理加算

・特定機能病院入院基本料 ・ハイリスク分娩管理加算

・救急医療管理加算 ・呼吸ケアチーム加算

・超急性期脳卒中加算 ・術後疼痛管理チーム加算

・診療録管理体制加算１ ・後発医薬品使用体制加算１

・医師事務作業補助体制加算１ ・病棟薬剤業務実施加算１

・急性期看護補助体制加算 ・病棟薬剤業務実施加算２

・看護職員夜間配置加算 ・データ提出加算

・療養環境加算 ・入退院支援加算

・重症者等療養環境特別加算 ・認知症ケア加算

・無菌治療室管理加算１ ・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・無菌治療室管理加算２ ・精神疾患診療体制加算

・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による場
合）

・精神科急性期医師配置加算

・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合） ・排尿自立支援加算

・緩和ケア診療加算 ・地域医療体制確保加算

・小児緩和ケア診療加算 ・救命救急入院料３

・精神科身体合併症管理加算 ・特定集中治療室管理料２

・精神科リエゾンチーム加算 ・特定集中治療室管理料３

・摂食障害入院医療管理加算 ・ハイケアユニット入院医療管理料１

・栄養サポートチーム加算 ・新生児特定集中治療室管理料２

・医療安全対策加算１ ・小児入院医療管理料２

・短期滞在手術等基本料１ ・ウイルス疾患指導料

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・外来栄養食事指導料の注２に規定する基準 ・ハイリスク妊産婦連携指導料１

・外来栄養食事指導料の注３に規定する基準 ・こころの連携指導料（Ⅱ）

・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に規定する遠隔モニタ
リング加算

・薬剤管理指導料

・糖尿病合併症管理料 ・地域連携診療計画加算

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・医療機器安全管理料１

・がん患者指導管理料イ ・医療機器安全管理料２

・がん患者指導管理料ロ ・医療機器安全管理料（歯科）

・がん患者指導管理料ハ ・精神科退院時共同指導料１及び２

・がん患者指導管理料ニ ・歯科治療時医療管理料

・外来緩和ケア管理料 ・救急搬送診療料の注４に規定する重症患者搬送加算

・移植後患者指導管理料（臓器移植後） ・在宅血液透析指導管理料

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に規定する遠隔モ
ニタリング加算

・糖尿病透析予防指導管理料 ・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

・小児運動器疾患指導管理料 ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 ・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

・婦人科特定疾患治療管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

・腎代替療法指導管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

・慢性腎臓病透析予防指導管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

・院内トリアージ実施料 ・遺伝学的検査の注１に規定する施設基準

・外来放射線照射診療料 ・遺伝学的検査の注２に規定する施設基準

・外来腫瘍化学療法診療料１ ・染色体検査の注２に規定する基準

・連携充実加算 ・骨髄微小残存病変量測定

・外来腫瘍化学療法診療料の注９に規定するがん薬物療法体
制充実加算

・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

・療養・就労両立支援指導料の注３に規定する相談支援加算 ・がんゲノムプロファイリング検査

・ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ） ・角膜ジストロフィー遺伝子検査

・がん治療連携計画策定料 ・先天性代謝異常症検査

・外来排尿自立指導料 ・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特
異性同定検査）

・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） ・経気管支凍結生検法

・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（ＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２核酸
検出を含まないもの）

・口腔細菌定量検査

・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液） ・有床義歯咀嚼機能検査１のイ

・検体検査管理加算（Ⅳ） ・有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査

・国際標準検査管理加算 ・有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び咬合圧検査

・遺伝カウンセリング加算 ・精密触覚機能検査

・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 ・睡眠時歯科筋電図検査

・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 ・画像診断管理加算４

・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト ・歯科画像診断管理加算１

・胎児心エコー法 ・歯科画像診断管理加算２

・ヘッドアップティルト試験
・ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた場
合を除く。）

・長期継続頭蓋内脳波検査
・ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた場
合に限る。）

・長期脳波ビデオ同時記録検査１
・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥＴ
イメージング剤を用いた場合を除く。）

・単線維筋電図
・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥＴ
イメージング剤を用いた場合に限る。）

・脳磁図（自発活動を測定するもの） ・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

・脳磁図（その他のもの） ・冠動脈ＣＴ撮影加算

・脳波検査判断料１ ・血流予備量比コンピューター断層撮影

・遠隔脳波診断 ・外傷全身ＣＴ加算

・神経学的検査 ・心臓ＭＲＩ撮影加算

・補聴器適合検査 ・乳房ＭＲＩ撮影加算

・ロービジョン検査判断料 ・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

・小児食物アレルギー負荷検査 ・頭部ＭＲＩ撮影加算

・内服・点滴誘発試験 ・全身ＭＲＩ撮影加算

・経頸静脈的肝生検 ・肝エラストグラフィ加算

・前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像による
もの）

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類



・外来化学療法加算１ ・磁気による膀胱等刺激法

・無菌製剤処理料 ・歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） ・手術用顕微鏡加算

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） ・口腔粘膜処置

・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） ・う蝕歯無痛的窩洞形成加算

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） ・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加算

・摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加算
２

・歯科技工士連携加算２

・がん患者リハビリテーション料 ・光学印象

・リンパ浮腫複合的治療料 ・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー

・歯科口腔リハビリテーション料２ ・歯科技工加算１及び２

・通院・在宅精神療法の注８に規定する療養生活継続支援加
算

・皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算

・認知療法・認知行動療法１ ・皮膚移植術（死体）

・精神科作業療法
・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

・医療保護入院等診療料
・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

・医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の休
日加算１

・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限
る。）

・医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の時
間外加算１

・人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの）

・医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の深
夜加算１

・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

・多血小板血漿処置 ・椎間板内酵素注入療法

・硬膜外自家血注入 ・緊急穿頭血腫除去術

・エタノールの局所注入（甲状腺） ・脳腫瘍覚醒下マッピング加算

・エタノールの局所注入（副甲状腺） ・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算

・導入期加算３及び腎代替療法実績加算 ・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術

・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 ・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿
病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法
・頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（７本以上の電極
による場合）に限る。）

・ストーマ合併症加算 ・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（便失禁）

・乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

・角結膜悪性腫瘍切除術
・乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

・角膜移植術（内皮移植加算）
・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わ
ないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

・羊膜移植術 ・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

・乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水晶
体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））
・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の）

・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・網膜再建術 ・気管支バルブ留置術

・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術
・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１肺葉を
超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・人工中耳植込術
・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支援
機器を用いる場合）

・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、
植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併
切除を伴うもの）に限る。）

・耳管用補綴材挿入術
・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻
内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うも
のに限る。）

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。） ・肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視下喉頭悪性
腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）
・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術
・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、
十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
等

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成術
（骨移動を伴う場合に限る。）

・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨
形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

・胸腔鏡下弁形成術

・顎関節人工関節全置換術（歯科） ・胸腔鏡下弁置換術

・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ
甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小
体）腺腫過形成手術

・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的
大動脈弁置換術）

・内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術 ・経皮的僧帽弁クリップ術

・乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによるも
の）

・不整脈手術左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法 ・不整脈手術左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）

・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科） ・経皮的中隔心筋焼灼術



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 ・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

・移植用部分肝採取術（生体）（腹腔鏡によるもの）

・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

・生体部分肝移植術

・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

・同種死体肝移植術

・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植込
型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

・体外衝撃波膵石破砕術

・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下
植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他
のもの）及び経静脈電極抜去術

・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極
の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換
術（心筋電極の場合）

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（経静脈電極の場合）

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） ・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）
・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・補助人工心臓 ・同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術
・経皮的下肢動脈形成術 ・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）
・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）
・腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）
及び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視鏡手
術用支援機器を用いるもの）

・骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法
・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・内視鏡的逆流防止粘膜切除術 ・副腎腫瘍ラジオ波焼灼療法

・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡
手術用支援機器を用いるもの））

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機
器を用いるもの）

・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫
瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

・腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視鏡
手術用支援機器を用いるもの））

・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・腹腔鏡下胃縮小術 ・同種死体腎移植術

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 ・生体腎移植術

・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの） ・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・体外衝撃波胆石破砕術 ・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

・腹腔鏡下肝切除術 ・尿道狭窄グラフト再建術

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類



・人工尿道括約筋植込・置換術 ・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 ・歯根端切除手術の注３

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

・レーザー機器加算

・女子外性器悪性腫瘍手術センチネルリンパ節生検加算 ・麻酔管理料（Ⅰ）

・腹腔鏡下仙骨腟固定術 ・麻酔管理料（Ⅱ）

・腹腔鏡下仙骨腟固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・周術期薬剤管理加算

・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・歯科麻酔管理料

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

・放射線治療専任加算

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） ・外来放射線治療加算

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） ・高エネルギー放射線治療

・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 ・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

・体外式膜型人工肺管理料 ・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

・医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の休
日加算１

・体外照射呼吸性移動対策加算

・医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の時
間外加算１

・定位放射線治療

・医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の深
夜加算１

・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術 ・画像誘導密封小線源治療加算

・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

・病理診断管理加算１

・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出
術）

・悪性腫瘍病理組織標本加算

・輸血管理料Ⅰ ・口腔病理診断管理加算１

・コーディネート体制充実加算 ・クラウン・ブリッジ維持管理料

・自己クリオプレシピテート作製術（用手法） ・歯科矯正診断料

・同種クリオプレシピテート作製術
・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とする
ものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 ・看護職員処遇改善評価料５９

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 ・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

・歯周組織再生誘導手術 ・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

・手術時歯根面レーザー応用加算 ・入院ベースアップ評価料83



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・内視鏡下筋層切開術

・腹腔鏡下総胆管拡張症手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・一回線量増加加算



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 19

剖検率（％） 4

(注）2 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・ ・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・

・

・

(注）1 「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

1週間に3〜4回、1か月に15回程度

・

・

剖 検 の 状 況

（様式第2）



様式第３－1

1 研究費補助等の実績

金 額

7,150,000 委

5,720,000 委

16,345,000 委

130,000 委

2,990,000 委

2,080,000 委

650,000 委

1,300,000 委

1,950,000 委

1,040,000 委

60,255,000 委

19,500,000 委

2,600,000 委

1,690,000 委

9,230,000 委

1,300,000 委

1,950,000 委

6,500,000 委

650,000 委

390,000 委

34,580,000 委

780,000 委

6,500,000 委

50,874,720 委

1,000,000 委

325,000 委
筋強直性ジストロフィーの自然歴とバイオマー
カー研究－国際協調と先天性を含めた全年齢
化

伊藤 英樹 医療安全管理部
国立大学法人大阪
大学

肝疾患の課題解決にむけたゲノム情報の活用 大野 敦司 消化器内科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

鏡視下手術に使用する生体吸収性結紮クリップ
の研究開発

日向 信之 泌尿器科
公益財団法人中国
地域創造研究セン
ター

乾燥ろ紙血プロテオーム解析を用いた原発性
免疫不全症診断の効率化研究

岡田 賢 小児科
国立大学法人京都
大学

肝移植患者の免疫抑制剤を最低用量化する個
別化医療の実現にむけた新規制御性T細胞製
剤開発研究

大段 秀樹 移殖外科 学校法人順天堂

可及的摘出術が行われた初発膠芽腫に対する
カルムスチン脳内留置用剤を用いた標準治療
確立に関する研究

山崎 文之 脳神経外科
学校法人北里研究
所

改良型CRISISを用いたCOVID-19患者の臨床
エビデンス構築と診療・医療機器開発支援

志馬 伸朗 救急集中治療科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

遺伝性免疫異常症に対する新規遺伝子修正治
療の研究開発

岡田 賢 小児科
国立大学法人東京
医科歯科大学

一側性聴覚障害の評価手法の標準化と社会参
加を促進する手法に関する研究開発

石野 岳志
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

国立大学法人東海
国立大学機構

ロングリードシークエンスを用いた先天性免疫異
常症診断

岡田 賢 小児科
国立大学法人東京
医科歯科大学

移植免疫寛容を誘導する再生医療等製品「誘
導型抑制性T細胞」の医師主導治験と承認申請
に向けた取り組み

大段 秀樹 移殖外科 学校法人順天堂

ピロリ菌除菌後健康人を対象とした世界初エピ
ゲノム発がんリスク診断の実用化

岡 志郎 消化器内科
学校法人星薬科大
学

メカノバイオロジーから迫る骨細胞老化機構とそ
の病態生理学的意義の解明

吉本 哲也 口腔検査ｾﾝﾀｰ
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

バイオ医薬品の研究開発を加速するための包
括的支援

石橋 正
広島臨床研究開発支
援センター

国立大学法人東北
大学

ビフィズス菌を利用した経口がんワクチンによる
進行性尿路上皮癌を対象とした医師主導治験

日向 信之 泌尿器科
国立大学法人神戸
大学

インターフェロンフリー治療がC型肝硬変患者の
予後を含めたアウトカムに与える影響を明らかに
する研究

三木 大樹 消化器内科
国立大学法人大阪
大学

バイオ 3D プリンタで作製した三次元移植組織
を用いる革新的歯周組織再生療法の開発

加治屋 幹人 口腔検査ｾﾝﾀｰ
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

MET阻害剤に獲得耐性を示したMET遺伝子変
異陽性進行非小細胞肺癌に対するカボザンチ
ニブの第2相試験

益田 武 呼吸器内科
公立大学法人奈良
県立医科大学

RSウイルス感染症サーベイランスシステムの整
備・流行動態解明および病態形成・重症化因子
の解明に関する開発研究

岡田 賢 小児科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

HBs抗原の消失を目指した免疫治療の開発と免
疫機序の解析

柘植 雅貴 肝疾患センター
国立大学法人愛媛
大学

JCOG2111A根治的治療可能な非小細胞肺癌
を対象としたMinimal Residual Diseaseの検出と
予後を評価する前向き観察研究

益田 武 呼吸器内科
国立研究開発法人
国立がん研究セン
ター

cT1-4aN0-3胃癌におけるロボット支援下胃切
除術の腹腔鏡下胃切除術に対する優越性を検
証するランダム化比較試験

田邊 和照 消化器外科
静岡県立静岡がん
センター

C型肝炎治療後の長期予後を規定する因子の
解析とその対策に関する研究

大段 秀樹 移殖外科
一般財団法人広島
生命科学研究所

「半月板根治を目指す革新的治療技術の開発
及び事業化」における製品開発・製品化開発

安達 伸生 整形外科
三洋化成工業株式
会社

①難病ネットワーク構築に関する研究事業②小
児難病ネットワーク構築に関する研究事業

岡田 賢 小児科 広島県

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

「糖尿病患者のインスリン投与量を予測する人
工知能（AI）の開発・事業化」にかかる研究開発
の一部

平田 泰三
広島臨床研究開発支
援センター

株式会社レナサイ
エンス

（様式第3）



様式第３－1

金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

9,100,000 委

3,224,000 委

12,220,000 委

1,170,000 委

650,000 委

585,000 委

54,901,854 委

390,000 委

33,000,000 委

13,000,000 委

286,000 委

195,000 委

19,500,000 委

650,000 委

21,450,000 委

3,000,000 委

2,250,000 委

19,500,000 委

260,000 委

35,900,000 委

3,510,000 委

5,200,000 委

5,200,000 委

31,200,000 委

3,900,000 委

390,000 委

260,000 委

52,000,000 委
抑うつ症状と認知機能障害が生じる皮質－皮質
下脳ダイナミクスのヒト多次元縦断データを用い
た解明と霊長類モデルでの検証

岡田 剛 精神科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

薬事承認を目指した医療機器開発のRBA実装
と特定臨床研究における品質管理汎用性ツー
ルの開発

田村 奈津子
広島臨床研究開発支
援センター

国立大学法人筑波
大学

薬物療法により臨床的完全奏効が得られた
HER2陽性原発乳癌に対する非切除療法の有
効性に関する単群検証的試験

重松 英朗 乳腺外科
群馬県立がんセン
ター

網羅的ゲノム解析のデータ二次利用に基づく原
発性免疫不全症の広域診断体制の構築に直結
するエビデンス創出研究

岡田 賢 小児科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

薬剤性間質性肺炎および重症薬疹の新規診断
バイオマーカーの適格性確認に関する研究

服部 登 呼吸器内科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

未診断疾患に対する診断プログラムの開発と整
備

岡田 賢 小児科
国立研究開発法人
国立精神・神経医
療研究センター

免疫チェックポイント阻害薬により誘発された
irAE大腸炎に対するメサラジンの有効性および
安全性を評価するランダム化プラセボ対照二重

山下 賢 内視鏡診療科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

分化制御NK細胞を用いた免疫療法による新規
肝炎/肝癌治療の開発研究

大段 秀樹 移殖外科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

兵庫県における医療ビッグデータと法医学デー
タを組み合わせたコホートデータベースを用い
たリアルワールドデータによる自殺リスクの検討

宮森 大輔
総合内科・総合診療
科

一般社団法人いの
ち支える自殺対策
推進センター

特発性肺線維症（IPF）合併臨床病期I期非小細
胞肺癌に対する肺縮小手術に関するランダム化
比較第III相試験

岡田 守人 呼吸器外科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

日本循環器研究コンソーシアムによる難治性心
血管疾患のエビデンス創出

中野 由紀子 循環器内科
学校法人国際医療
福祉大学

中国・四国ブロックエイズ歯科医療システム構築
に関する調査研究

柴 秀樹 歯科保存診療科 広島県

低酸素環境応答性ドキソルビシンプロドラッグを
用いた骨・軟部悪性腫瘍（肉腫）への治療開発

古田 太輔 整形外科
国立大学法人筑波
大学

代謝関連脂肪性肝疾患および肝がんの病態解
明に関する研究

村上 英介 消化器内科
国立大学法人東京
大学

中国・四国ブロックエイズ医療システム構築に関
する調査研究

藤井 輝久 輸血部 広島県

組織球症に続発する中枢神経変性症の診断・
治療エビデンスの創出

岡田 賢 小児科
国立研究開発法人
国立成育医療研究
センター

早期非小細胞肺癌に対する体幹部定位放射線
治療線量増加ランダム化比較試験

村上 祐司 放射線治療科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

生成/敵対AI・デジタル脳に基づく脳回路バイオ
マーカとニューロフィードバック治療に関する研
究開発

岡田 剛 精神科
株式会社国際電気
通信基礎技術研究
所

前眼部疾患AI診断支援システムに関する研究
開発

近間 泰一郎 眼科
国立大学法人筑波
大学

治療効果判定および再発診断法の標準化を目
指した研究

上田 勉
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

国立大学法人北海
道大学

人工知能技術と脳科学の精神疾患診断治療へ
の応用

岡田 剛 精神科 株式会社XNef

国内流行HIV及びその薬剤耐性株の長期的動
向把握に関する研究

藤井 輝久 輸血部
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

三叉神経痛に対するカルバマゼピン併用の五
苓散の有効性・安全性を評価するプラセボ対照
ランダム化比較第Ⅱ相医師主導治験

小川 恵子 漢方診療センター
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

広島地域、モニターの立場からの調査・検討、
実施

田村 奈津子
広島臨床研究開発支
援センター

国立研究開発法人
国立精神・神経医
療研究センター

高齢者切除不能局所進行非小細胞肺癌に対
する化学放射線療法のランダム化比較第Ⅲ相
試験

益田 武 呼吸器内科
静岡県立静岡がん
センター

原発性免疫異常症患者を対象としたシロリムス
の有効性及び安全性を検討する医師主導治験

岡田 賢 小児科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

原発性免疫不全症の診断率向上に向けた
CD45陽性細胞を用いたマルチオミックス解析の
開発

岡田 賢 小児科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

血液透析治療での最適な除水計画を支援する
プログラム医療機器（人工知能）の開発

平田 泰三
広島臨床研究開発支
援センター

国立大学法人東北
大学
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3,900,000 委

800,000 補

10,000 補

312,000 補

4,000,000 補

400,000 補

1,700,000 補

1,200,000 補

7,500,000 補

900,000 補

2,300,000 補

300,000 補

1,000,000 補

900,000 補

1,300,000 補

900,000 補

1,700,000 補

6,700,000 補

1,100,000 補

1,000,000 補

10,000 補

470,000 補

1,700,000 補

100,000 補

1,000,000 補

1,100,000 補

5,000,000 補

2,325,973 補
miRNA阻害薬-LNAを搭載した新規骨誘導性遺
伝子活性化気質の開発

四道 玲奈 口腔顎顔面再建外科
文部科学省科学研
究費補助金

miR-125bによる骨代謝制御を標的とした新規骨
再生療法の検討

伊藤 翔太 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

miRNAを含むMSC-細胞外小胞による腱修復機
構を基盤にした新規治療法の開発

安達 伸生 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

Intracycle Powerが大きい吸気パターンは人工
呼吸器関連肺傷害を悪化させる

志馬 伸朗 救急集中治療科
文部科学省科学研
究費補助金

Mg欠乏における低K血症発症機序の解明 前岡 侑二郎 腎臓内科
文部科学省科学研
究費補助金

IgE受容体の架橋形成を示す特異IgE抗体の検
出に基づく薬剤アレルギー検査法の開発

古賀 祐基 薬剤部
文部科学省科学研
究費補助金

IgE受容体架橋検出技術を基盤とした低アレル
ゲン食品評価法の開発

松尾 裕彰 薬剤部
文部科学省科学研
究費補助金

HMGB1―TIM-3相互作用を介した尿路上皮が
んの新規複合免疫化学療法の開発

後藤 景介 泌尿器科
文部科学省科学研
究費補助金

ICUにおけるPCTプロトコルと遺伝子迅速診断
プロトコルによる抗菌薬適正使用

志馬 伸朗 救急集中治療科
文部科学省科学研
究費補助金

Hippo経路の破綻が導くがん微小環境の制御機
構の解明と革新的な治療法への展開

安藤 俊範 口腔検査ｾﾝﾀｰ
文部科学省科学研
究費補助金

HLAエピトープ多型に基づく同種造血幹細胞移
植後の免疫最適化戦略開発

進藤 岳郎 血液内科
文部科学省科学研
究費補助金

ＨＢｐ１７／ＦＧＦＢＰノックアウトによる扁平上皮
細胞の分化誘導メカニズムの解明

新谷 智章 口腔検査ｾﾝﾀｰ
文部科学省科学研
究費補助金

HIF-PHD阻害薬添加培地で培養した間葉系幹
細胞の腎線維化抑制効果

石内 直樹 腎臓内科
文部科学省科学研
究費補助金

Dual-energy CTの新たな物質識別画像を応用
した死後CTの死因診断能向上に関する研究

福本 航 病理診断科
文部科学省科学研
究費補助金

FOXP3遺伝子多型改変による同種免疫応答制
御の解明と臓器移植後免疫寛容誘導への応用

田中 友加 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

CTと血液データによる深層学習を用いたアルド
ステロン症スクリーニングAIアプリの開発

宮本 俊輔 泌尿器科
文部科学省科学研
究費補助金

DNA損傷の新規メモリー効果の分子メカニズム
と，個体や特異的組織への影響の解明

本庶 仁子 血液内科
文部科学省科学研
究費補助金

CD44高発現口腔扁平上皮癌細胞における
Beclin-1を介した癌幹細胞形質の制御機構の
解明

重石 英生 口腔健康科
文部科学省科学研
究費補助金

COVID-19によるARDS患者における細菌叢の
関与と多角的病態解明

京 道人 救急集中治療科
文部科学省科学研
究費補助金

B型肝炎ウイルス増殖制御下における肝発癌メ
カニズムの解析

柘植 雅貴 肝疾患センター
文部科学省科学研
究費補助金

CD146陽性乳歯歯髄幹細胞由来エクソソームの
ホーミング特性の解明と新規再生医療戦略

谷本 幸太郎 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

ARDSにおける部分的筋弛緩薬による自発呼吸
努力の調整を介した肺横隔膜保護戦略

島谷 竜俊 救急集中治療科
文部科学省科学研
究費補助金

BCG不応性膀胱癌に対するサイトカイン3種同
時産生ウイルス療法の研究

小畠 浩平 泌尿器科
文部科学省科学研
究費補助金

AIによる対話技術を活用した模擬患者アバター
での仮想空間医療面接教育基盤の創生

蓮沼 直子 皮膚科
文部科学省科学研
究費補助金

APOE2がもつ神経保護作用を利用したアルツ
ハイマー病の病態制御

山崎 雄 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

21トリソミー臍帯由来間葉系幹細胞を用いた新
生児慢性肺疾患に対する細胞療法の検討

早川 誠一 周産母子センター
文部科学省科学研
究費補助金

Adaptive platform trialを用いた臨床研究基盤
構築によるARDSの人工呼吸戦略の検討

大下 慎一郎 救急集中治療科
文部科学省科学研
究費補助金

臨床病期I/II期非小細胞肺癌におけるリンパ節
郭清の縮小化の治療的意義を検証するランダ
ム化比較試験

岡田 守人 呼吸器外科
国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構
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1,300,000 補

100,000 補

2,600,000 補

700,000 補

1,000,000 補

1,100,000 補

1,800,000 補

100,000 補

1,200,000 補

800,000 補

1,200,000 補

700,000 補

700,000 補

700,000 補

1,900,000 補

1,200,000 補

1,500,000 補

100,000 補

900,000 補

4,300,000 補

500,000 補

600,000 補

300,000 補

900,000 補

100,000 補

1,500,000 補

1,400,000 補

600,000 補
がん微小環境における骨吸収機序：IL-7と
RANKLを軸とした解析

相川 友直 口腔顎顔面再建外科
文部科学省科学研
究費補助金

カニクイザル間葉系幹細胞を用いた3Dバイオプ
リンターによる子宮再生医療研究

的場 優介 産科
文部科学省科学研
究費補助金

がんサバイバーの抑うつ症状とプレゼンティーズ
ム、および認知機能特性との関連の解明

倉田 明子 精神科
文部科学省科学研
究費補助金

オピオイド感受性測定に基づく麻酔管理による
術後鎮痛の最適化

中村 隆治 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

オミクス解析に基づくオートファジーを標的とし
た口腔癌治療の新戦略

野村 良太 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

エストロゲン-NFATを介した特発性下顎頭吸収
の発症機構の解明と治療法の確立

廣瀬 尚人 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

エピゲノム修飾によるベージュ脂肪細胞の機能
維持機構の解明

大野 晴也 内分泌・糖尿病内科
文部科学省科学研
究費補助金

ウイルスに対する易感染性に着目した原発性免
疫不全症の病因病態解明

岡田 賢 小児科
文部科学省科学研
究費補助金

う蝕原性細菌のコラーゲン結合能に着目した低
中所得国の全身疾患低減に向けた新戦略

野村 良太 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

webビデオ会議ツールを用いたCOPD患者に対
する看護師の吸入管理教育の効果

田邊 和照 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

Wnt5a陽性乳癌の薬剤耐性メカニズム解明に基
づく、抗Wnt5a抗体複合薬物療法の開発

網岡 愛 乳腺外科
文部科学省科学研
究費補助金

Tongue-out Radiotherapy：毒性低減のための
新アプローチ

村上 祐司 放射線治療科
文部科学省科学研
究費補助金

TP53変異乳癌における14-3-3γ/MDMX結合
阻害による浸潤能抑制と新規治療戦略

平岡 恵美子 乳腺外科
文部科学省科学研
究費補助金

SSIサーベイランス、薬剤感受性と医療費を統合
した耐性菌と患者予後の関連の研究

繁本 憲文 感染症科
文部科学省科学研
究費補助金

STAT1機能獲得症の根源的な分子メカニズム
の解明

坂田 園子 小児科
文部科学省科学研
究費補助金

Sema3Aによる下顎頭軟骨分化促進機構の解明
と下顎後退症新規治療への応用

麻川 由起 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

SGLT1/2阻害プロファイルに着目した糖尿病薬
SGLT阻害剤の抗腫瘍効果の検証

瀧川 英彦 内視鏡診療科
文部科学省科学研
究費補助金

RANKLを介したTRAIL陽性肝内在性NK細胞脆
弱化メカニズムの解明と制御

中野 亮介 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

Samd9lを標的とした炎症再生制御による根尖性
歯周炎治療法開発に向けた基盤研究

土屋 志津 歯科保存診療科
文部科学省科学研
究費補助金

PTSDの恐怖記憶の消去障害に関与するRNAメ
チル化機構の障害解明と治療法開発

淵上 学 精神科
文部科学省科学研
究費補助金

Radiomicsを用いた転移性腎癌における適正使
用薬剤の検討

岩根 亨輔 泌尿器科
文部科学省科学研
究費補助金

Platinum TALENを用いた次世代型ゲノム編集T
細胞による免疫療法開発の基盤研究

一戸 辰夫 血液内科
文部科学省科学研
究費補助金

Porphyromonas gingivalis線毛に着目した脳出
血増悪メカニズムの解明

谷口 友梨 歯周診療科
文部科学省科学研
究費補助金

NGSを用いたKRAS変異陽性肺癌の耐性獲得
機序の解明と併用療法の開発

宮田 義浩 呼吸器外科
文部科学省科学研
究費補助金

Pit-NETにおけるsmall RNAを用いた診断バイオ
マーカーの確立と核酸医薬への応用

木下 康之 脳神経外科
文部科学省科学研
究費補助金

NAFLD/NASHの病態進展における歯周病関与
についての包括的解析

新谷 智章 口腔検査ｾﾝﾀｰ
文部科学省科学研
究費補助金

Necroptosisを介したALSの運動神経変性の病
態機序と新規治療の探索

丸山 博文 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

MRIによる肝細胞機能の推定：肝細胞信号の選
択的検出法の開発とその臨床応用

中村 優子 放射線診断科
文部科学省科学研
究費補助金



様式第３－1

金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

40,000 補

1,600,000 補

600,000 補

30,000 補

1,200,000 補

500,000 補

1,800,000 補

1,500,000 補

600,000 補

200,000 補

1,200,000 補

1,500,000 補

1,100,000 補

1,200,000 補

1,100,000 補

1,000,000 補

600,000 補

2,400,000 補

700,000 補

700,000 補

1,600,000 補

2,300,000 補

1,100,000 補

5,000,000 補

2,300,000 補

2,000,000 補

800,000 補

700000 補
ループス腸炎の病型分類を目的とした新規指
標の確立

吉田 雄介 リウマチ・膠原病科
文部科学省科学研
究費補助金

ラクトフェリン研究に基づく矯正歯科治療中の歯
周炎に対するペプチド創薬への応用

山田 桜 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

リポ蛋白多型変換の原理を応用した 全く新しい
アルツハイマー病制圧戦略 の探索

石川 若芸 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

メタボリックシンドロームにおける肝内在性NK細
胞機能低下の解明と統合的治療法の開発

大平 真裕 未来医療センター
文部科学省科学研
究費補助金

メタボローム解析を用いた歯の喪失による認知
機能低下メカニズムの解明

大上 博史
口腔インプラント診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

ミュータンスレンサ球菌による臓器間ネットワーク
を介した病態の解明と治療戦略の探索

野村 良太 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

メカニカルアロディニアにおける麻黄と附子の効
果評価と作用機序の解明

小川 恵子 漢方診療センター
文部科学省科学研
究費補助金

マイクロ波イメージングによる次世代乳癌スク
リーニングシステムの開発

笹田 伸介 乳腺外科
文部科学省科学研
究費補助金

ミネラルコルチコイド受容体拮抗薬の降圧作用
の病態解明

前岡 侑二郎 腎臓内科
文部科学省科学研
究費補助金

プロリン異性化酵素Par14のアンドロゲン作用及
び前立腺癌発症への分子メカニズム

内藤 美季 泌尿器科
文部科学省科学研
究費補助金

マイクロバイオームが制御する口腔癌幹細胞
ニッチにおけるPD-L1の発現動態の解明

谷 亮治 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

ヒト神経堤由来間葉系幹細胞を用いた顎骨骨
髄 in vitro 3Dモデルの樹立

吉野 舞 口腔検査ｾﾝﾀｰ
文部科学省科学研
究費補助金

ヒロシマの高齢化した被爆者の医療需要に関す
る後ろ向きコホート研究

吉田 秀平
総合内科・総合診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

ヒトiPS細胞由来網膜神経節細胞の再生メカニズ
ムの解明

江戸 彩加 眼科
文部科学省科学研
究費補助金

ヒト血清由来B型肝炎ウイルスを用いた細胞感
染系の樹立

藤野 初江 消化器・代謝内科
文部科学省科学研
究費補助金

バイオ３次元プリンティング技術を活用した再生
骨組織のヘテロ構造制御

中野 綾菜 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

バイオジェニックスによる認知機能低下予防法
の開発

二川 浩樹 口腔健康科
文部科学省科学研
究費補助金

パーキンソン病におけるα-シヌクレイン凝集機
序の解明と新規治療への応用

中森 正博 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

パーキンソン病におけるライソソーム品質維持
機構に着目した分子病態の網羅的解析

元田 敦子 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

ナノポア細菌叢解析による矯正治療中の医原
性障害予防システム構築と個別化医療の実現

角 伊三武 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

パーキンソン病での頸部感覚神経刺激リハビリ
における不顕性誤嚥との関連性の検証

中森 正博 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

チタン製インプラントの生体適合性と周囲骨再
生におけるデコリンの役割の解明

神尾 尚伸 歯科麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

ディープラーニングによる小児歯科診断支援シ
ステムの構築

岩本 優子 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

ステロイド含漱剤の口腔粘膜炎症予防に関する
多機関共同第Ⅲランダム化比較試験

柳本 惣市 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

ダウン症患者の行動様式と腸内細菌叢との関連
およびプロバイオティクスの影響

藤原 里依子 障害者歯科
文部科学省科学研
究費補助金

ゲノム・オミックス解析による非肥満および高度
肥満合併脂肪性肝疾患の病態解析

三木 大樹 消化器・代謝内科
文部科学省科学研
究費補助金

ゲノム情報を基盤とした非肺動脈起源心房細動
の病態解明と至適治療法選択への応用

中野 由紀子 循環器内科
文部科学省科学研
究費補助金

くも膜下出血予防のレジストリーコホートと転帰
改善のランダム化比較研究

堀江 信貴 脳神経外科
文部科学省科学研
究費補助金



様式第３－1

金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

800000 補

1000000 補

1100000 補

1300000 補

1000000 補

1200000 補

1600000 補

1000000 補

1000000 補

100000 補

800000 補

900000 補

1000000 補

1100000 補

1100000 補

900000 補

1100000 補

1160000 補

100000 補

1100000 補

1400000 補

200000 補

100000 補

1200000 補

50000 補

100000 補

900000 補

5800000 補
肝癌門脈循環腫瘍細胞の免疫逃避機構の解明
と克服

小林 剛 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

肝移植後の抗体関連拒絶制御に向けた新規バ
イオマーカー探索

進藤 岳郎 血液内科
文部科学省科学研
究費補助金

肝癌切除後再発における炎症・血液凝固異常
関与のメカニズム解明と治療法の開発

黒田 慎太郎 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

顎骨骨幹異形成症（GDD）の発症にノンコー
ディングRNAは関与するか？

水田 邦子 口腔顎顔面再建外科
文部科学省科学研
究費補助金

患者由来iPS細胞を用いた孤発性神経線維種
症Ⅱ型の病態解明とmiRNA治療の開発

光原 崇文 脳神経外科
文部科学省科学研
究費補助金

学習者のメディア志向特性に応じた紙とデジタ
ルによる読解プログラムの開発・実践研究

津賀 一弘
口腔インプラント診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

顎顔面領域先天性疾患の骨リモデリングを規定
するエピゲノム制御機構の統合的理解

加治屋 幹人 口腔検査ｾﾝﾀｰ
文部科学省科学研
究費補助金

角膜感染症に対する光線力学的抗微生物化学
療法（PACT）の臨床応用

近間 泰一郎 眼科
文部科学省科学研
究費補助金

角膜実質線維化の新しい治療法：アクチンフィ
ラメント重合阻害剤YM-58483の効果と機序

福戸 敦彦 眼科
文部科学省科学研
究費補助金

可視・近赤外動画像解析に基づく4D血流動態
の機序解明とその医看福祉工学応用

小川 恵子 漢方診療センター
文部科学省科学研
究費補助金

画像指標と臨床所見を統合した脆弱性骨折リス
ク患者スクリーニングシステムの開発

東 幸仁 循環器内科
文部科学省科学研
究費補助金

黄色ブドウ球菌がアトピー性皮膚炎の知覚異常
に及ぼす影響

田中 暁生 皮膚科
文部科学省科学研
究費補助金

下顎頭に特異的な骨代謝異常の解析および
FAK阻害による進行性下顎頭吸収の抑制

矢野下 真 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

炎症性骨破壊組織へのテリパラチド局所応用法
の開発

中西 惇 歯科保存診療科
文部科学省科学研
究費補助金

塩味に着目した抗がん剤イリノテカンによって生
じる味覚異常発症機序の解明

大林 奈美 口腔総合診療科
文部科学省科学研
究費補助金

栄養障害の改善に着目した慢性閉塞性肺疾患
に対する呼吸リハビリテーションの開発

濱田 泰伸 呼吸器内科
文部科学省科学研
究費補助金

炎症性サイトカインによる宿主受容体発現調節
を利用したCOVID-19治療薬の開発

茂久田 翔 検査部
文部科学省科学研
究費補助金

医療用リニアックFFFビームと電子線の出力線
量測定支援整備に関する研究

小澤 修一 放射線治療科
文部科学省科学研
究費補助金

一酸化窒素（NO）の多機能性からみた鼻副鼻
腔における感染防御機構の解析

竹野 幸夫
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

文部科学省科学研
究費補助金

胃癌発症に関与する口腔環境、口腔細菌叢の
解明

河口 浩之 口腔総合診療科
文部科学省科学研
究費補助金

医療AIの予後予測における"見える化"と最適な
放射線治療シミュレーションの構築

河原 大輔 放射線部
文部科学省科学研
究費補助金

胃癌オルガノイドを用いたリアルタイム免疫化学
療法感受性システムのための基盤研究

田邊 和照 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

胃癌スフェロイドのシングルセル解析による癌幹
細胞性の解明

勝矢 脩嵩 病理診断科
文部科学省科学研
究費補助金

異種肝臓移植を可能にする新規糖鎖抗原応答
B細胞制御法の開発

坂井 寛 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

移植患者の免疫抑制薬による疼痛の発症メカニ
ズムを明らかにしその治療法を確立する

白石 成二 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

悪性高熱症関連遺伝子パネル検査による新規
variants検索とその機能解析

向田 圭子 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

悪性小児固形腫瘍の血中循環腫瘍細胞を用い
た治療抵抗性の解明

兒島 正人 小児外科
文部科学省科学研
究費補助金

悪性高熱症の原因遺伝子としてのSTAC3・
TRPV1の関与の探索

神崎 理英子 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金



様式第３－1

金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

1500000 補

2200000 補

50000 補

1200000 補

500000 補

400000 補

900000 補

1300000 補

5300000 補

1000000 補

1100000 補

900000 補

400000 補

1000000 補

500000 補

200000 補

1000000 補

1400000 補

1600000 補

2000000 補

8800000 補

1000000 補

200000 補

2100000 補

600000 補

5300000 補

1400000 補

1000000 補
光学式モーショントラッキングシステムを用いた
CT透視下穿刺シミュレータの開発

三谷 英範 放射線診断科
文部科学省科学研
究費補助金

原発性免疫不全症の診断困難例に対するロン
グリードシーケンス解析

岡田 賢 小児科
文部科学省科学研
究費補助金

光化学作用を応用した歯の移動における歯周
組織代謝誘導能と疼痛緩和の作用機序解明

中谷 文香 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

血管剛性値を指標としたオピオイド性鎮痛薬の
至適投与量の推定

神谷 諭史 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

血行を持たせた脱細胞化神経の神経再生誘導
能の解明と脱細胞化血管柄付き神経の開発

兒玉 祥 未来医療センター
文部科学省科学研
究費補助金

系統追跡解析を用いた腱板の恒常性維持と治
癒における細胞の動態と役割の解析

原田 洋平 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

血液循環口腔癌細胞に着目した抗PD-1抗体の
オーダーメイドバイオマーカーprofiling

柳本 惣市 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

空間トランスクリプトームを用いた胃癌の新規治
療標的の探索

石川 洸 病理診断科
文部科学省科学研
究費補助金

空間制御技術および組織工学を融合した微小
環境構築による新時代顎裂再生治療の創出

國松 亮 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

近位尿細管細胞特異的CyclinD1のDNA修復能
を介した腎保護効果の解明

尾崎 陽介 腎臓内科
文部科学省科学研
究費補助金

近赤外超短パルスレーザーによる変形性顎関
節症の病態制御技術の確立と作用機序の解明

坂田 修三 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

強力な殺菌効果をもつ電解水を用いた歯ブラシ
刷毛洗浄剤の開発と新規洗口液への応用

兼保 佳乃 口腔健康科
文部科学省科学研
究費補助金

筋萎縮性側索硬化症患者におけるアルギニン
製剤介入の安全性と効果、疾患修飾の探索

内藤 裕之 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

居眠り兆候である欠伸とマイクロスリープの気管
音スペクトログラム深層学習による検討

熊谷 元 精神科
文部科学省科学研
究費補助金

協調機械学習の導入による効率的かつrobust
な眼科ビッグデータ・AIシステムの構築

三上 幸夫 リハビリテーション科
文部科学省科学研
究費補助金

吸入麻酔薬のSirtを介した心筋保護作用に対し
て高血糖状態が与える影響

堤 保夫 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

急死した患者の家族ケアに関する実態調査お
よび救急臨場モデルの効果検証

田邉 優子
高度救命救急セン
ター

文部科学省科学研
究費補助金

機能性アメロゲニンペプチドと幹細胞パラクライ
ン作用を用いた歯根吸収予防法への展開

吉見 友希 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

吸入麻酔薬による細胞膜マイクロドメイン・MAM
を介した心筋保護作用機序の解明

堤 保夫 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

眼炎症疾患の患者を中心とした診療連携にお
けるぶどう膜炎診療システムの有用性

原田 陽介 眼科
文部科学省科学研
究費補助金

器質的な異常を認めない非特異的な身体症状
のマクロおよびミクロ神経回路病態の解明

岡田 剛 精神科
文部科学省科学研
究費補助金

間葉系幹細胞由来細胞外小胞による腎障害の
抑制機序

正木 崇生 腎臓内科
文部科学省科学研
究費補助金

関節リウマチ患者由来ACPAと歯周病原菌関連
タンパクによる歯周組織破壊機序の解明

應原 一久 歯周診療科
文部科学省科学研
究費補助金

間葉系幹細胞のEpigenetic制御によるNa輸送
体変化を介した降圧効果

正木 崇生 腎臓内科
文部科学省科学研
究費補助金

間葉系幹細胞集塊（C-MSCs）を用いたインプラ
ント周囲炎の再生治療の開発

佐々木 慎也 歯周診療科
文部科学省科学研
究費補助金

肝臓-脳連関に着目した 新たな認知症先制治
療戦略 の探索

山崎 雄 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

肝胆がんのゲノム不安定さと免疫機構の解明 大野 敦司 消化器・代謝内科
文部科学省科学研
究費補助金

肝細胞癌におけるアテゾリズマブ＋ベバシズマ
ブ治療応答性に関連する分子の研究

大野 敦司 消化器・代謝内科
文部科学省科学研
究費補助金



様式第３－1

金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

1200000 補

1100000 補

200000 補

1700000 補

50000 補

30000 補

600000 補

2700000 補

1000000 補

800000 補

1000000 補

600000 補

1000000 補

400000 補

700000 補

1200000 補

20000 補

300000 補

600000 補

1300000 補

900000 補

1100000 補

1300000 補

1700000 補

700000 補

100000 補

1800000 補

1200000 補
高精度な放射線治療を提供するための標準的
不均質補正法の開発

中尾 稔 放射線治療科
文部科学省科学研
究費補助金

抗体模範分子で解くS.mutansコラーゲン結合蛋
白質の病原性と機能・構造相関

野村 良太 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

高IgE症候群の新しい病型である常染色体顕性
IL6ST異常症の臨床病型・分子病態の解明

浅野 孝基 小児科
文部科学省科学研
究費補助金

抗菌性接着システムにおける抗菌活性再生と環
境因子の相互作用のメカニズム解明

中守 貴一
口腔インプラント診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

抗嫌気性菌薬療法の感染組織中動態・患者病
態因子・薬剤耐性機構に基づく個別最適化

猪川 和朗 薬剤部
文部科学省科学研
究費補助金

抗菌ペプチドLL37カルバミル化に着目した関節
リウマチ患者の歯周炎増悪メカニズム解明

谷口 友梨 歯周診療科
文部科学省科学研
究費補助金

抗菌活性リチャージャブル義歯システムの開発 香川 和子 咬合・義歯診療科
文部科学省科学研
究費補助金

抗リウマチ薬leflunomideの口腔癌における腫瘍
浸潤リンパ球に対する作用機序の解明

中川 貴之 口腔顎顔面再建外科
文部科学省科学研
究費補助金

抗炎症性サイトカインを用いた肝切除後新規免
疫療法の開発

今岡 祐輝 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

広島の原爆による被爆者スライド標本研究用
データベース

杉原 清香 血液内科
文部科学省科学研
究費補助金

抗ドナー特異的HLA抗体産生ヒト化マウスによ
る抗体関連型拒絶反応の解析と臨床応用

田原 裕之 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔粘膜における新型コロナウイルス標的蛋白
の新規機能とその発現調節因子の解明

太田 耕司 口腔健康科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔扁平上皮癌頸部リンパ節転移被膜外浸潤
メカニズムの免疫学的検討

柳本 惣市 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔粘膜からC.aで誘導されるHO-1の発現と、
炎症性遺伝子の発現

石田 陽子 口腔顎顔面再建外科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔粘膜におけるCEACAM1によるCandida
albicans細胞壁構成成分の認識機構

佐久間 美雪 口腔顎顔面再建外科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔機能低下予防を目指した身体活動と社会
的要因の検討

前原 朝子 口腔健康科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔内microbiomeの網羅的解析による食道が
ん治療に影響を与える因子の解明

西 裕美 口腔総合診療科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔癌患者リンパ球由来iPSCを用いた免疫療
法と分子メカニズム解析による新規治療開発

山崎 佐知子 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔癌細胞におけるSnail誘導性EMTと癌幹細
胞特性の関連性の解明

植月 亮 口腔顎顔面再建外科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔癌遠隔転移に関与する循環腫瘍細胞およ
び循環腫瘍DNAの多施設共同研究

柳本 惣市 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔癌患者の血中循環腫瘍細胞検出システム
の開発とそれを用いた臨床病態及び予後予測

小泉 浩一 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔癌のpartial-EMTを介した浸潤・転移に関
わるバイオマーカーの探索

柳本 惣市 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔癌の高線量率適応組織内照射における定
量的線量評価と線量分布予測モデル作成

柿本 直也 歯科放射線科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔外科手術後の誤嚥リスクを電子聴診で可
視化するためのAI音要素判別器の開発

清水 慶隆 歯科麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔外科手術後挿管患者に対する抗菌薬局所
投与による術後肺炎発症予防

柳本 惣市 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔での消毒剤および抗菌薬の使用が消毒剤
耐性を生むか

春田 梓
口腔インプラント診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

口腔におけるヘリコバクター・ピロリ菌の感染と
パーキンソン病に関する研究

野村 良太 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

口腔がんにおけるコラーゲンプロリル３水酸化酵
素の機能解析および治療的意義の解明

谷本 圭司 救急集中治療科
文部科学省科学研
究費補助金



様式第３－1

金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

600000 補

30000 補

2300000 補

1100000 補

1400000 補

1100000 補

1200000 補

2700000 補

1400000 補

1700000 補

1900000 補

1300000 補

800000 補

1100000 補

400000 補

1200000 補

2100000 補

2100000 補

150000 補

400000 補

1600000 補

1000000 補

800000 補

4900000 補

1100000 補

1100000 補

1500000 補

1900000 補
時計遺伝子DEC1の低酸素下におけるアポトー
シスへの影響についての検討

原田 崇弘 病理診断科
文部科学省科学研
究費補助金

歯内治療における総アデニレートを指標とした
根管内細菌の迅速検査法の開発

西藤 法子 歯科保存診療科
文部科学省科学研
究費補助金

児童虐待における全身の骨折評価を目的とした
低線量CT撮影プロトコールの構築

谷 千尋 精神科
文部科学省科学研
究費補助金

歯周病原性細菌に着目した小児の免疫疾患・
感染症の制御に向けた基盤構築

野村 良太 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

歯性感染症によって産生されるOxytocinの早
産・低体重出生児への関与の解明

熊谷 友樹 歯科保存診療科
文部科学省科学研
究費補助金

歯周病菌感染が脳卒中の発症および予後に及
ぼす病態メカニズムの解明

青木 志郎 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

歯周病原細菌に注目したパーキンソン病におけ
る口腔-脳連関の解明

山田 英忠 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

歯科診療時の非接触型呼吸・心拍モニタリング
システムの開発

花本 博 歯科麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

歯周炎による糖尿病非依存NAFLD増悪メカニ
ズムの解明

田利 美沙子 歯周診療科
文部科学省科学研
究費補助金

歯の欠損による認知機能低下が骨格筋に与え
る影響の解明

石田 えり
口腔インプラント診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

歯の喪失が引き起こす認知機能低下の機序を
メタボローム解析により解明する

大上 博史
口腔インプラント診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

視覚障害者の障害受容と社会参加を促す情報
メディアコンテンツの要件定義

田中 武志 医療情報部
文部科学省科学研
究費補助金

視神経疾患と網膜神経節細胞の退行性変化：
中枢神経因子の解明と視神経学的展望

高 知愛 眼科
文部科学省科学研
究費補助金

細胞内代謝がもたらすエピゲノムによるベージュ
脂肪細胞の分化・熱産生制御機構

長野 学 内分泌・糖尿病内科
文部科学省科学研
究費補助金

思い通りに動かせる手を再獲得するために主観
的評価をシナジー解析で客観的に捉える

砂川 融 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

骨膜幹細胞とペリオスチンに注目した腱修復促
進法の探索

生田 祥也 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

鎖骨頭蓋異形成症疾患特異的iPS細胞をモデ
ルとした過剰歯発生メカニズムの解明

濱田 充子 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

骨代謝制御性チタン多孔体の新規開発 沖 佳史
口腔インプラント診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

骨肉腫の根治を目的とした遺伝子組換え水疱
性口内炎ウイルス製剤の開発

作田 智彦 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

骨折モデルを用いた経皮的椎体形成術でのセ
メント漏出予防の為のラジオ波焼灼術の研究

帖佐 啓吾 放射線部
文部科学省科学研
究費補助金

骨粗鬆症を介した腰椎椎体終板障害の機能解
明および新たな治療戦略の確立

中前 稔生 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

骨細胞による免疫制御の分子的解明がもたらす
歯周病治療の新戦略への基盤研究

吉本 哲也 口腔検査ｾﾝﾀｰ
文部科学省科学研
究費補助金

骨髄細胞に潜在する質的障害が肺線維症に与
える影響の解明

中島 拓 呼吸器内科
文部科学省科学研
究費補助金

骨壊死症に対する新規治療体系の探索 庄司 剛士 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

骨再生、血管新生能に優れた乳歯歯髄由来間
葉系幹細胞による新規顎裂部再生治療の確立

力武 航大 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

高齢者の睡眠時無呼吸とサルコペニアの関連
解明

柳本 惣市 顎・口腔外科
文部科学省科学研
究費補助金

合成MRIを用いた頭蓋内ミエリン定量の検討ー
筋萎縮性側索硬化症早期診断にむけて

都甲 めぐみ 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

高齢者うつ病の鑑別に資するバイオマーカー開
発‐探索的研究‐

大盛 航 精神科
文部科学省科学研
究費補助金



様式第３－1

金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

2600000 補

700000 補

1100000 補

1500000 補

300000 補

4700000 補

1000000 補

1100000 補

1400000 補

800000 補

100000 補

1839861 補

300000 補

1200000 補

1300000 補

2000000 補

600000 補

100000 補

1200000 補

100000 補

1200000 補

1000000 補

200000 補

1400000 補

2400000 補

800000 補

1400000 補

1600000 補
真皮内汗漏出による線維芽細胞応答を介した
汗アレルギーの解明とその抑制因子の探索

石井 香 皮膚科
文部科学省科学研
究費補助金

新規原因遺伝子に対する悪性高熱症の機能解
析実験系の確立

渡辺 知幸 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

深層生成モデルによる顎顔面補綴支援システ
ムの構築

田地 豪 口腔健康科
文部科学省科学研
究費補助金

新規リピート伸長による筋萎縮性側索硬化症の
分子病態の解明

久米 広大 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

新規レジスチン様分子RELNβによるeNOS制御
機構解明と動脈硬化との関連

東 幸仁 循環器内科
文部科学省科学研
究費補助金

侵襲性歯周炎の新規責任遺伝子の同定と病態
解析

水野 智仁 歯周診療科
文部科学省科学研
究費補助金

心房性弁膜症の非侵襲的評価法の確立と臨床
的特徴および早期治療介入の有用性

宇都宮 裕人 循環器内科
文部科学省科学研
究費補助金

色情報を用いた軟骨組織評価システムの開発 味八木 茂 未来医療センター
文部科学省科学研
究費補助金

食道癌における血中small RNAによる
pathological complete response予測と機能の解
明

浜井 洋一 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

上肢骨折後の左右活動量対称性を指標とした
二次骨折発生メカニズムの解明

車谷 洋 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

常染色体顕性RELA異常症の分子病態の解明 津村 弥来 小児科
文部科学省科学研
究費補助金

上肢の運動障害をありのまま捉える日常生活モ
ニタリングシステムの開発と臨床応用

伊達 翔太 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

上肢運動シナジーに基づいた臨床治療のため
の神経学的根拠の拡張と応用に関する研究

車谷 洋 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

小児由来の口腔レンサ球菌種のコラーゲン結合
能に着目した口腔―全身連関研究の新機軸

秋友 達哉 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

小胞体ストレス応答を標的とした歯髄炎治療法
の開発

武田 克浩 歯科保存診療科
文部科学省科学研
究費補助金

小児急性肝不全における肝臓内免疫環境と病
態の解明

清水 誠一 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

小児口腔内におけるヘリコバクター・ピロリ菌お
よび歯周病原性細菌定着の関連性の追究

野村 良太 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

初期耐性細胞を標的とした肺癌を根治に導く治
療方法の開発-PAI-1の関与の検討-

益田 武 呼吸器内科
文部科学省科学研
究費補助金

小児がん児の体力・機能低下に対する医療職
者の継続的な復学校訪問支援による連携構築

岡田 賢 小児科
文部科学省科学研
究費補助金

重症先天性好中球減少症における酸化ストレス
に着目した病態解明と新規治療薬探索

溝口 洋子 小児科
文部科学省科学研
究費補助金

重症熱傷に対する新規治療法の開発に向けた
間葉系幹細胞による感染制御機能の解析

菅 崇暢 皮膚科
文部科学省科学研
究費補助金

集塊培養技術によるiPS細胞由来顎骨・歯肉オ
ルガノイドの樹立と口腔再生医学の深化

加治屋 幹人 口腔検査ｾﾝﾀｰ
文部科学省科学研
究費補助金

重症救急疾患の患者集約化は長期予後を改善
するか：医療・介護連結データを用いた分析

大木 伸吾 救急集中治療科
文部科学省科学研
究費補助金

実験条件最適化AIによるデータ駆動型ケミカル
リプログラミング技術の開発

味八木 茂 未来医療センター
文部科学省科学研
究費補助金

終夜呼吸音定量評価システムの臨床応用に向
けた研究

堀益 靖 呼吸器内科
文部科学省科学研
究費補助金

磁気センサと振動マイクを用いた嚥下機能測定
機器による新たな嚥下訓練の検討

濱本 隆夫
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

文部科学省科学研
究費補助金

疾患特異的ヒトiPS細胞を用いた逆行性軸索輸
送障害の解析によるALSの病態解明

菊本 舞 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

治療抵抗性大腸癌サブタイプにおける新規ドラ
イバー遺伝子の同定と治療法の開発

檜井 孝夫 遺伝子診療科
文部科学省科学研
究費補助金



様式第３－1

金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

100000 補

1200000 補

800000 補

1100000 補

20000 補

1400000 補

1100000 補

2600000 補

900000 補

500000 補

200000 補

1100000 補

1200000 補

600000 補

1600000 補

500000 補

100000 補

1200000 補

1100000 補

1400000 補

1300000 補

1100000 補

1700000 補

1800000 補

1100000 補

1200000 補

700000 補

1200000 補
低酸素誘導因子-プロリン水酸化酵素（HIF-
PH）阻害薬による放射線複合障害治療戦略

廣橋 伸之 救急集中治療科
文部科学省科学研
究費補助金

潰瘍性大腸炎における腸内マイクロバイオーム
の多様性低下メカニズム解明とその制御

東川 史子 未来医療センター
文部科学省科学研
究費補助金

低酸素下でのみ薬剤を遊離作用可能にしたプ
ロドラッグを用いた骨肉腫治療の開発

古田 太輔 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

長期療養患者に対する新たな運動処方の開発
を見据えた脊髄回路メカニズムの解明

吉田 結梨子 障害者歯科
文部科学省科学研
究費補助金

痛覚関連分子を標的とする発達障害の病態解
明と治療基盤に関する研究

今戸 瑛二 歯科麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

地域歯科診療所における抗菌薬適正使用の全
国的調査とAMR対策推進の戦略

竹本 俊伸 口腔健康科
文部科学省科学研
究費補助金

中枢性化学受容器を刺激する低酸素下睡眠は
ブラキシズムの誘発因子となるか

岡田 芳幸 障害者歯科
文部科学省科学研
究費補助金

大腸がん間質細胞におけるEGFR発現の意義と
MAPＫシグナル阻害薬耐性との関連性

新津 宏明 遺伝子診療科
文部科学省科学研
究費補助金

大腸癌の5-FU耐性におけるKIFC1の役割と阻
害効果の検討

赤羽 慎太郎 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

体細胞変異に着目した原発性アルドステロン症
の新規治療戦略

岸本 真治 循環器内科
文部科学省科学研
究費補助金

大規模骨欠損に対して効果的な骨再生を誘導
する大型化骨殻付き軟骨組織の開発

森本 慎 口腔検査ｾﾝﾀｰ
文部科学省科学研
究費補助金

多元的センサー情報に基づく食行動研究基盤
の構築

津賀 一弘
口腔インプラント診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

多発転移性腎癌におけるニボルマブと放射線
治療の相乗効果を検証する無作為比較試験

村上 祐司 放射線治療科
文部科学省科学研
究費補助金

双極性障害、うつ病の白質構造の縦断的変化と
認知機能との関連の検討

増田 慶一 精神科
文部科学省科学研
究費補助金

早発型妊娠高血圧腎症発症原因タンパクとして
のサプレシン機能解析

杉本 潤 婦人科と産科
文部科学省科学研
究費補助金

全身麻酔薬誘発性悪心・嘔吐の神経化学的基
盤の解明

佐々木 詩佳 歯科麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

組織工学スキャホールドの構成要素としてのキメ
ラタンパク質の分子設計

阿部 文香 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

前立腺癌特異的な術中リアルタイム蛍光イメー
ジング法の開発

日向 信之 泌尿器科
文部科学省科学研
究費補助金

全身疾患との関連性が高いう蝕病原性細菌の
定着環境の解明と定着予防の追究

野村 良太 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

前期高齢者の低舌圧診断と早期介入は口腔機
能低下症を予防できるか

津賀 一弘
口腔インプラント診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

前頭葉内側の機能温存：広帯域皮質脳波によ
る切除術術前の皮質信号限界値設定

音成 秀一郎 脳神経内科
文部科学省科学研
究費補助金

接着分子CADM1抗体-MMAE複合体を用いた
悪性胸膜中皮腫の新規治療開発

見前 隆洋 呼吸器外科
文部科学省科学研
究費補助金

線毛ヒト化マウスを用いたNOによる線毛運動抑
制機構の解明

川住 知弘
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

文部科学省科学研
究費補助金

成長期矯正治療患者に対する口腔細菌叢の
ディスバイオーシス解析と医原性予防法の構築

小泉 祐真 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

切除不能な肝間部領域胆管癌に対する生体肝
移植で治癒に至る分子生物学的特性の解明

大段 秀樹 移殖外科
文部科学省科学研
究費補助金

身体活動量の低下が喘息の病態に及ぼす影響
とそのメカニズムの解明

岩本 博志 呼吸器内科
文部科学省科学研
究費補助金

人工知能を用いた高齢がん患者の至適治療法
選択のための個別化医療支援システムの開発

西淵 いくの 放射線治療科
文部科学省科学研
究費補助金

神経障害性疼痛における過分極活性化サイク
リックヌクレオチド依存チャネルの機能検索

吉田 充広 歯科麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金



様式第３－1

金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

1400000 補

9500000 補

2200000 補

2000000 補

100000 補

2000000 補

1000000 補

2400000 補

1200000 補

100000 補

800000 補

1200000 補

1200000 補

700000 補

900000 補

808124 補

1000000 補

1900000 補

1400000 補

700000 補

1400000 補

700000 補

150000 補

900000 補

400000 補

700000 補

1100000 補

800000 補
変形性関節症における骨棘軟骨を用いた新規
軟骨再生医療の確立

中佐 智幸 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

膝前十字靭帯再建術後の完全なスポーツ復帰
を目指した多施設共同研究

中前 敦雄 整形外科
文部科学省科学研
究費補助金

腹側淡蒼球からみた適切な養育機会の欠損を
経たうつ病の病態と治療法・予防法の研究

淵上 学 精神科
文部科学省科学研
究費補助金

微小重力環境で培養したヒト頭蓋由来間葉系幹
細胞の脳梗塞ラットへの経動脈的移植効果

堀江 信貴 脳神経外科
文部科学省科学研
究費補助金

微小重力環境培養を行った頭蓋骨由来間葉系
幹細胞移植効果の電気生理学的評価

武田 正明 脳神経外科
文部科学省科学研
究費補助金

非剛体画像レジストレーションを使用した臓器の
移動体積分布評価法の確立

三浦 英治 放射線治療科
文部科学省科学研
究費補助金

微小重力環境で培養したヒト頭蓋骨由来間葉系
幹細胞におけるエクソソームの移植効果

堀江 信貴 脳神経外科
文部科学省科学研
究費補助金

皮膚アレルギー病態におけるケラチノサイト由
来神経ぺプチドの役割解明

松尾 佳美 皮膚科
文部科学省科学研
究費補助金

肥満病態と歯周感染の相互作用が認知機能に
及ぼす影響のメカニズム解明

大植 香菜 歯科麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

肺腺癌悪性化進展に伴う特異的がん代謝の同
定とその調整機構の解明

坪川 典史 呼吸器外科
文部科学省科学研
究費補助金

発達期の脳形成への幼若期ストレスの及ぼす影
響に対するグリア細胞の関わり

光畑 智恵子 小児歯科
文部科学省科学研
究費補助金

肺癌における間質形成メカニズムと間質浸潤制
御機構の解明

三井 伸二 病理診断科
文部科学省科学研
究費補助金

肺癌化学放射線療法における放射線感受性に
基づく有害事象予測モデルの構築

今野 伸樹 放射線治療科
文部科学省科学研
究費補助金

脳波と薬物動態の解析を用いたレミマゾラムに
よる安全な意識下鎮静法の確立

小田 綾 歯科麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

敗血症とその後の集中治療後症候群におけるミ
トコンドリアタンパクの役割

菊谷 知也 救急集中治療科
文部科学省科学研
究費補助金

脳腫瘍診断アルゴリズムの開発 山崎 文之 脳神経外科
文部科学省科学研
究費補助金

脳内神経生理に基づいたてんかん発作による
運転不能の予兆検知ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの基盤技術開発

飯田 幸治 てんかんセンター
文部科学省科学研
究費補助金

認知機能低下の影響を受けにくい単純な発声
から呼吸機能を機械学習的に推定/評価する

関川 清一 呼吸器内科
文部科学省科学研
究費補助金

脳挫傷に対する頭蓋骨由来間葉系幹細胞の新
たな作用機序の解明と再生治療への開発応用

前田 雄洋 脳神経外科
文部科学省科学研
究費補助金

乳歯歯髄由来幹細胞培養上清のエクソソームを
用いた炎症性骨破壊疾患治療への応用

小笠原 伯宏 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

尿中細胞を用いた悪性高熱症の無侵襲診断法
の確立

近藤 隆志 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

軟骨誘導を施した間葉系幹細胞集塊による新
規歯周組織再生療法の品質検査法の開発

堀越 励 口腔総合診療科
文部科学省科学研
究費補助金

乳歯歯髄幹細胞培養上清による歯周組織代謝
誘導能の探索と新規歯根吸収予防法への展開

大堂 綾香 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

内軟骨性骨化に対するSemaphorin3Aの影響 壷井 英里 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

内皮型NO合成酵素制御および血管内皮機能
調整における時計遺伝子DEC1の役割

丸橋 達也 循環器内科
文部科学省科学研
究費補助金

糖鎖応答B細胞による癌免疫回避機構の解明と
制御法の開発

大段 秀樹 移殖外科
文部科学省科学研
究費補助金

頭頸部アルミノックス治療における超高精度
ターゲッティングレーザ照射システムの開発

上田 勉
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

文部科学省科学研
究費補助金

低出力パルス超音波を用いたPTSDの恐怖記憶
消去障害の新規治療法の開発

岡田 怜 精神科
文部科学省科学研
究費補助金



様式第３－1

金 額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

2400000 補

1100000 補

1400000 補

1200000 補

700000 補

1200000 補

300000 補

300000 補

1100000 補

500000 補

1000000 補

2900000 補

1400000 補

900000 補

1100000 補

1000000 補

300000 補

200000 補

600000 補

8630000 補

5707000 補

2000000 補 計 356 件

(注) 1

2

3 「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託
元を記入すること。

非加熱血液凝固因子製剤によるHIV感染血友
病等患者の長期療養体制の構築に関する患者
参加型研究

三上 幸夫 リハビリテーション科 厚生労働省

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請
の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入するこ
と。

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

診療所及び高齢者施設を対象とする効率的・効
果的な薬剤耐性菌制御手法の確立のための研
究

大毛 宏喜 感染症科 厚生労働省

生活期リハビリテーションにおける介入手法の
標準コードの開発研究

三上 幸夫 リハビリテーション科 厚生労働省

小児・AYA世代のがん経験者の健康アウトカム
の改善および根治困難ながんと診断されたAYA
世代の患者・家族の生活の質の向上に資する

一戸 辰夫 血液内科 厚生労働省

新たな手法を用いた肝炎ウイルス検査受検率・
陽性者受診率の向上に資する研究

加治屋 幹人 口腔検査ｾﾝﾀｰ 厚生労働省

膵癌におけるチューブリン翻訳後修飾Δ3化の
役割と癌化との関連

上村 健一郎 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

アレルギー疾患の層別化解析、生活環境が与
える影響の解明に向けた疫学研究

田中 暁生 皮膚科 厚生労働省

臨床検査を対象とした医療ビッグデータ構築支
援AIエンジンの開発

粂 直人 医療情報部
文部科学省科学研
究費補助金

濾胞性T細胞および記憶B細胞・形質細胞制御
による抗体関連型拒絶反応の克服

井手 健太郎 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

由来の異なる間葉系幹細胞培養上清の特性解
明と液性因子を応用した骨再生治療法の展開

平木 智香 矯正歯科
文部科学省科学研
究費補助金

要介護経管栄養高齢者の経時的な口腔細菌叢
変移の解明と適切な口腔ケア間隔の確立

朝比奈 滉直 障害者歯科
文部科学省科学研
究費補助金

免疫寛容の本質的解明に向けた多次元解析 大段 秀樹 移殖外科
文部科学省科学研
究費補助金

有機無機ハイブリッド型抗菌剤を応用した抗菌
性義歯粘着剤の開発

阿部 泰彦
口腔インプラント診療
科

文部科学省科学研
究費補助金

夢を演じる行動に着目した夢発生メカニズムの
解明

小川 景子 漢方診療センター
文部科学省科学研
究費補助金

免疫チェックポイント阻害薬による肺障害の病態
解明と予防的治療の開発

山口 覚博 呼吸器内科
文部科学省科学研
究費補助金

慢性咀嚼筋痛発症過程でのBDNF-TrkB経路と
下行性疼痛制御系の関係性の解明

吉田 充広 歯科麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

未知の肺感染症にも対応可能な胸部CT画像の
深層学習による定量解析手法の開発

粟井 和夫 放射線診断科
文部科学省科学研
究費補助金

末梢神経に対する静磁場刺激の慢性疼痛に与
える影響

太田 有紀 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

慢性呼吸器疾患患者の呼吸サルコペニア関連
因子解明と進行予防プログラムの開発

関川 清一 呼吸器内科
文部科学省科学研
究費補助金

放射線照射に対する大腸内在性NK細胞の抗
腫瘍効果の機能解析

矢野 琢也 消化器外科
文部科学省科学研
究費補助金

膜脂質説とPKCに基づくプロポフォールの新た
な作用発揮メカニズムの解明と臨床展開

楢崎 壮志 麻酔科
文部科学省科学研
究費補助金

放射線治療の物理技術的品質管理における安
全評価システムの開発

小澤 修一 放射線治療科
文部科学省科学研
究費補助金
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Impact of home visiting nurses on home death
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総合内科・総合診療科
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after Heli-cobacter pylori Eradication in Japanese
Patients: Comparative Study between Early (<10
Years) and Late (>10 Years) Onset.

Cancers (Basel). 2024 Sep
14;16(18):3154. (オンライン)
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study.

Thorac Cancer. 2024
Dec;15(34):2408-2417.
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report.
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Lynch Syndrome Screening and Surveillance
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Ariyoshi M, Yuge R,
Kitadai Y, et al

消化器内科

WEE1 Inhibitor Adavosertib Exerts Antitumor
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Yamamoto N, Urabe Y,
Nakahara H, et al
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Genetic Analysis of Biopsy Tissues from
Colorectal Tumors in Patients with Ulcerative
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26;16(19):3271. (オンライン)

Uchikawa S, Kawaoka
T, Murakami S, et al

消化器内科

Time trend of outcomes according to systemic
therapy for patients with unresectable
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study.

Hepatol Res. 2024 Oct 26.
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The risk factors for development or progression of
locomotive syndrome: a systematic review.

Nagoya J Med Sci. 2025
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Matsumoto A, et al
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整形外科
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Blinatumomab-associated Encephalopathy.

J Pediatr Hematol Oncol.
2024 Oct 1;46(7):e550-
e555.

Eguchi Y, Ishikawa N,
Kobayashi Y, et al

小児科
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Case Series.
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Y, Kida T, et al

リウマチ・膠原病科
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(様式第 3)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・ 手順書の主な内容

委員会の設置，委員会の業務，委員の責務，審査（判定の区分等），手数料等

③ 倫理審査委員会の開催状況 年11回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況

有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・ 規定の主な内容

本学の教職員等が臨床研究に係る産学連携活動等を行う場合における利益相反を適正に管理

するために必要な事項を定めている。具体的には，ポリシー及び臨床研究利益相反管理委員

会の設置，アドバイザーの設置，臨床研究を実施しようとする職員等による自己申告，同委

員会の調査，審査及びその他必要な手続きなどを定めている。

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況

年24回

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年29回

・研修の主な内容

(注）前年度の実績を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

広島大学病院を基幹施設として，広島県全体の医療圏・近隣医療圏にある連携施設とで専門研修

を行います。これにより広島県及び近隣の医療圏の医療事情を理解し，地域の実情に合わせた実

践的な医療も行えるように訓練され，専門医としての基本的臨床能力の獲得，さらに高度なSubs

pecialty専門医取得に向け，各領域別に研修を行って専門医の育成を行います。

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 163.77 人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者

研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特 記 事 項

伊藤 公訓 総合内科・総合診療科 教授 37 年 内科

服部 登 呼吸器内科 教授 38 年

岡 志郎 消化器内科 教授 31 年

中野 由紀子 循環器内科 教授 34 年

正木 崇生 腎臓内科 教授 33 年

丸山 博文 脳神経内科 教授 35 年

一戸 辰夫 血液内科 教授 36 年

大野 晴也 内分泌・糖尿病内科 講師 23 年

大毛 宏喜 感染症科 教授 34 年 感染症内科

平田 信太郎 リウマチ・膠原病科 教授 27 年 リウマチ科

岡本 渉 がん化学療法科 教授 23 年 腫瘍内科

岡田 守人 呼吸器外科 教授 37 年

大段 秀樹 消化器外科・移植外科 教授 37 年

岡田 守人 乳腺外科 教授 37 年

高橋 信也 心臓血管外科 教授 27 年

高橋 信也 小児外科 教授 27 年

岡田 剛 精神科 准教授 27 年

岡田 賢 小児科 教授 26 年

有馬 伸生 整形外科 教授 37 年

堀江 信貴 脳神経外科 教授 27 年

田中 暁生 皮膚科 教授 25 年

日向 信之 泌尿器科 教授 27 年



山口 健 産科婦人科 教授 26 年 産婦人科

坂口 裕和 眼科 教授 30 年

竹野 幸夫 耳鼻咽喉科 教授 38 年

小武家 優子 放射線診断科 准教授 22 年

村上 祐司 放射線治療科 教授 30 年

堤 保夫 麻酔科 教授 28 年

志馬 伸朗 救急集中治療科 教授 37 年 救急科

有廣 光司 病理診断科 教授 38 年

有馬 伸生 形成外科 教授 37 年

三上 幸夫 リハビリテーション科 教授 30 年

野村 良太 小児歯科 教授 23 年

谷本 幸太郎 矯正歯科 教授 33 年

柳本 惣市 顎・口腔外科 教授 29 年 歯科口腔外科

相川 友直 口腔顎顔面再建外科 教授 35 年 歯科口腔外科

太田 耕司 口腔健康科 教授 30 年 歯科

柴 秀樹 歯科保存診療科 教授 36 年 歯科

水野 智仁 歯周診療科 教授 29 年 歯科

津賀 一弘 口腔インプラント診療

科

教授 40 年 歯科

柿本 直也 歯科放射線科 教授 29 年 歯科

花本 博 歯科麻酔科 教授 25 年 歯科

岡田 芳幸 障害者歯科 教授 26 年 歯科

河口 浩之 口腔総合診療科 教授 39 年 歯科

加治屋 幹人 口腔検査センター 教授 20 年 歯科

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 ○2 ．現状
管理責任者氏名 病院長 安達 伸生
管理担当者氏名 病院総務グループリーダー 三上 雄也

病院医事グループリーダー 中井 智雄

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項

病院日誌 総務グループ
各科診療日誌 各診療科
処方せん 病歴管理センター カルテは電子カルテで，

広島大学病院情報シス
テム運用内規の定める
ところにより管理運用
している。

手術記録
看護記録
検査所見記録
エックス線写真
紹介状
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 総務グループ
高度の医療の提供の実績 医事グループ

高度の医療技術の開発及び評価
の実績

医事グループ

高度の医療の研修の実績 総務グループ
閲覧実績 総務グループ
紹介患者に対する医療提供の実
績

医事グループ

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医事グループ，薬剤部

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

各診療科

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医療安全管理部

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医療安全管理部

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

医療安全管理部



保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

感染制御部

院内感染対策のための委員会の
開催状況

感染制御部

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

感染制御部

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

感染制御部

医薬品安全管理責任者の配置状
況

総務グループ

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

薬剤部

医療機器安全管理責任者の配置
状況

総務グループ

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

ME機器管理室

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

ME機器管理室

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

ME機器管理室



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

総務グループ

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

総務グループ

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

薬剤部

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

総務グループ

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

総務グループ

医療安全管理部門の設置状況 総務グループ
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

高難度新規医療技術
審査部

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況

未承認新規医薬品等
審査部

監査委員会の設置状況 総務グループ
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

医療安全管理部

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医療安全管理部

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

患者支援センター

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

財務・総務室総務グ
ループ

職員研修の実施状況 医療安全管理部
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

総務グループ

管理者が有する権限に関する
状況

総務グループ

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

総務グループ

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

財務・総務室総務グ
ループ

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲 覧 者 別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

閲覧責任者氏名 病院運営支援部長 寺田 美樹

閲覧担当者氏名

閲覧希望者の求めに応じて、病院総務グループ事務室内で行っている。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

病院総務グループ事務室

計画・現状の別 １．計画 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

閲覧の求めに応じる場所

病院総務グループリーダー 三上 雄也

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数

（様式第6）



規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有・無

・ 指針の主な内容：
【医療安全管理のための指針】
１.１ 医療安全管理に関する基本的な考え方
１.２ 医療安全管理に関する委員会等の設置
１.３ 職員に対する医療安全教育・研修に関する基本方針
１.４ 事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方

策に関する基本方針
１.５ 医療事故発生時の対応に関する基本方針
１) 関係機関への報告・公表
２) 公表する範囲
３) プライバシーの尊重
４) 当事者に対する配慮
５) 警察への報告

１.６ 情報の共有に関する基本方針
１.７ 患者相談窓口について
１.８ その他医療安全の推進のために必要な基本方針

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ 有・無 ）
・ 開催状況：年 68 回
・ 活動の主な内容：
【医科・歯科共通】
１）「医療安全管理委員会」は、月１回開催し、本院の医療安全管理の統
括的な事項について審議する委員会で、「患者影響レベル判定小委員会
（医科領域）」及び「医療事故防止等対策小委員会（歯科領域）」を統
括し、医療の安全管理、医療事故の防止に関する事項を審議する。
また、「医療安全管理委員会」は、「患者影響レベル判定小委員会（

医科領域）」、「医療事故防止等対策小委員会（歯科領域）」及び「医
療安全管理部会議」から改善策等の審議内容の報告を受けて審議決定し
改善策やマニュアルについて医療安全管理部に周知徹底するようフィー
ドバックする。
（年１２回）

２）「医療安全管理部会議」は、隔週で開催し、医療事故防止及び安全性
の確保に必要な企画・立案及び評価を行うとともに、医療現場において
機能的に対処・指導を行い、病院内の医療安全に関する対策と意識向上
を図る。（年２６回）

【医科領域】
１）「患者影響レベル判定小委員会（医科領域）」は、インシデントレポ
ートの患者影響レベルの判定と医療事故の定義に照らして、患者影響レ
ベル３ａ以上の過誤が疑われる、又は、患者影響レベル３ｂ以上の事象
について、患者影響度・原因・医療過誤の有無を判定し、病院長に報告
する。（年１８回）

【歯科領域】
１）「医療事故防止等対策小委員会（歯科領域）」は、月１回開催し、歯
科領域のインシデントレポートに基づき、患者影響レベルの判定及び医療
事故の防止策等を審議する。医療過誤がある事例については病院長へ報告
する。（年１２回）



③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 11 回

・ 研修の内容（すべて）：別紙①のとおり

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

【医科・歯科共通】
１）インシデント報告制度の目的や趣旨が十分に伝わるように研修会やリ
スクマネジャー会議を通じて伝達している。

２）病院全体に係る重要事象の分析・改善策は医療安全管理部で検討し、
医療安全管理委員会で審議のうえ、病院運営会議で報告し、改善策の周
知徹底を図る。

３）院内安全巡視等を行うことで、改善状況を評価する。
４）発生した重大なインシデントについては、現場のリスクマネジャーを
中心にチームで分析・改善策を検討し、医療安全管理部に報告する。医
療安全管理部は、必要に応じて事実確認及び詳細な情報収集を行い、要
因を特定し、対策を立案し、医療安全管理委員会へ報告するとともに、
リスクマネジャー会議へフィードバックする。

５）月々のインシデントレポートのマクロ的な集計結果及び重要事象の分
析結果をリスクマネジャー会議で報告し、情報の共有化を図る。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 有・無

・ 指針の主な内容：
１．院内感染対策に関する基本的な考え方
２．院内感染対策のための委員会等の組織に関する基本的事項
（１）感染症対策委員会
（２）感染制御チーム（ICT）、感染対策リンクナース及び感染対策実践者
３．院内感染対策のための従業員に対する研修に関する基本方針
４．感染症発生状況の報告に関する基本方針
５．院内感染発生時の対応に関する基本方針
（１）通常時の対応
（２）緊急時（重大な院内感染等の発生）の対応
６．患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針
７．病院における院内感染対策の推進のために必要な基本方針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 48 回

・ 活動の主な内容：
【医科・歯科共通】
１）「感染症対策委員会」は、月１回開催し、院内の感染防止のための調査、研究、対策に関す
る事項の統括審議を行い、また、小委員会の審議結果の調整及びその他感染症に関する事項の
審議を行う。（年１２回）

２）「感染制御チーム会議」は月１回開催し、院内感染情報等の収集、調査、分析を行い、院内
感染防止のための対策及び啓発の企画・立案並びに情報提供に関する審議を行う。
（年１２回）

【医科領域】
１）「感染症対策小委員会（医科領域）」は、月１回開催し、医科領域に関し、院内の感染防止
のための対策、感染情報レポートの分析・活用及び針刺し（穿刺）感染に関する事項の審議を
行う。また、感染防止に係る教育・研修及び院内感染防止に係るマニュアルの策定・改訂に関
する事項を審議し、周知徹底するようフィードバックする。（年１２回）

【歯科領域】
１）「感染症対策小委員会（歯科領域）」は、月１回開催し、歯科領域に関し、院内の感染防止

のための対策、感染情報レポートの分析・活用及び針刺し（穿刺）感染に関する事項の審議を
行う。また、感染防止に係る教育・研修及び院内感染防止に係るマニュアルの策定・改訂に関
する事項を審議し、周知徹底するようフィードバックする。（年１２回）

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 4回

・ 研修の内容（すべて）：別紙②のとおり

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

感染対策の実務を行うＩＣＴ活動を実施し、情報の収集と対策について、現場へフィードバック
をする。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 9 回

・ 研修の主な内容：

・「安全なミキシングについて」 全職員対象に，薬剤部の製剤室にて見学実習・研修会
・「医薬品の適正使用」研修医オリエンテーション
・「薬剤の基礎知識」新規（新人）採用看護師

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ 有・無 ）
・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

随時，必要時に，各業務の部門責任者及び業務担当責任者が手順書の業務内容に該当する項目が守ら
れているか確認して見直しを図っている。また，薬品管理に関しては，担当者が看護師と協力してマ
ニュアルに基づいて管理を行うとともに，医薬品安全管理責任者（必要に応じて担当者）が必要時実
施状況の確認が必要と思われる部門に出向いて確認を行っている。
また，業務の実施状況の確認については，医療安全管理部と連携して院内ラウンドを実施している。

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医薬品に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：

適応外：腹腔内デスモイド腫瘍に対するタモキシフェン療法

・ その他の改善のための方策の主な内容：
①未承認新規医薬品等審査部の組織図や内規などを院内webに掲載し，未承認や適応外使用の申請の
必要性や理解の定着を図っている。

②各診療科へそれぞれ年1回，使用調査および使用報告依頼を実施している。これにより，当該年度
の新規未承認および適応外の使用薬の把握が可能となり，昨年度の使用件数，有効性および安全性の
把握に努めている。

③薬剤師が業務中に，未承認等に該当する医薬品使用を発見した場合は，医師への疑義照会に加え，
エクセルシートに疾患名や薬品名をリストアップしている。これにより，医師が申請していない場合
でも，審査部が未承認等の使用を把握することができている。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年48 回

・ 研修の主な内容：
以下の機器について（特定機器5種を含む）年度を通して対面またはe-learningで研修会を実
施した．

1. 人工呼吸器の概要および安全使用について
2. 血液浄化装置の概要および安全使用について
3. 補助循環装置の概要および安全使用について
4. 除細動器の概要および安全使用について
5. 閉鎖式保育器の概要および安全使用について
6. 経腸栄養ポンプの取り扱いついて
7. 光線治療器の取り扱いについて
8. 超音波メスの取り扱いについて

など

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ 有・無 ）
・ 機器ごとの保守点検の主な内容：

機器管理システムを使用して，該当機器の添付文章，取扱説明書に記載されている点検期限を
基に年間スケジュールを計画．院内実施の機器とメーカーが点検する機器があるためメーカー
による点検で時間を要する場合は，代替え器の手配を行い計画通りに実施できるように努めた
．また、定期点検が計画通り実施するために、担当グループを配置し当月の実施機器（院内、
院外：メーカー点検）のリストアップをME機器管理室内のモニターに表示し点検機器の確認が
できるように体制とした。

特定管理機器5種およびME室管理機器 点検計画実施について
・1年/1回メーカーによる定期点検：人工心肺及び補助循環装置,人工呼吸器

体外式ペースメーカ,高気圧酸素療法装置
・1年/1回または，2年/1回メーカーによる定期点検：血液浄化装置
・1年/3回は部内で定期点検,1年/1回はメーカーによる定期点検実施：閉鎖式保育器
・半年/1回部内で定期点検：輸液ポンプ・シリンジポンプ
・1年/1回部内で定期点検：除細動器,低圧持続吸引器,ネブライザー,心電計,血糖測定器
・半年/１回部内で点検：超音波診断装置

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：

補助循環装置の連続使用による運用
da Vinci Xiを用いた被膜化前立腺腺腫摘出術

・ その他の改善のための方策の主な内容：

年度初めに各診療科へ未承認機器の使用状況の確認と次年度の使用予定を調査し使用状況の
把握を行なっている．

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況

医療安全管理担当の副病院長を医療安全管理責任者として配置し、統括している。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（ 2）・無

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

・採用医薬品について，添付文書，インタビューフォーム，使用上の注意の解説，製品情報概要等を

入手し，紙面は専用キャビネット及び本棚で，電子ファイルは薬剤部サーバで保管している。

・添付文書の改訂情報を把握し，改訂時には新添付文書及び改訂内容を解説した使用上の注意の改訂

のお知らせを当該医薬品の製造・販売企業より入手する。

・緊急安全性情報・安全性速報の発出時，およびこれらに準じる緊急性の高い情報を取得した際には，

医薬品安全管理責任者へ報告し，関係者と緊急度および重要度に応じて対応を協議している。

・使用患者を特定して対応する必要のある場合には，診療 DWH を使用して情報収集を行い，関係部署

へ直接連絡を行って，対応を協議する。必要に応じて診療 DWH から抽出した情報に基づいて，当該患

者の担当診療科・担当医師に対して患者一覧を添えた通知や，個別の患者への通知を行う。

・効能効果・用法用量の追加・変更情報，処方日数制限の変更，採用医薬品の取り扱いの変更や供給

に関する情報などについて，内容に応じ適宜書面，院内情報ウェブ掲示板を用いて通知を行う。

・その他，添付文書情報の改訂，各機関から発出された安全性情報などは原則月 1回，まとめて各部

科長，病棟看護師長，薬剤部各部署に通知し，病院情報システムグループを通じて院内掲示板にも掲

示する。

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

＜未承認薬について＞

・未承認新規医薬品等審査部にて使用の適否を決定し、個別に詳細を定め、使用条件に従い必要に

応じて薬剤部での管理・保管及び調剤・交付を行う。また、定期的に使用状況の確認を行う。

＜適応外使用および禁忌に該当する医薬品の使用について＞



・入院患者については，全病棟に薬剤師を配置しており，病棟担当薬剤師が全患者の処方について

チェックを行い，医師へ情報提供や処方変更の提案・相談などを行っている。その結果は，病棟

薬剤業務・薬剤管理指導記録へ記録しており，その記録は電子カルテに保管され，医師や看護師

を始めとして全職種が確認可能となっている。該当する医薬品の使用を認めた場合は，薬剤部へ

報告する。

・外来患者については，随時医師の相談に応じて対応している。

・処方オーダ時に，併用禁忌に関してはアラートが出るシステムとなっている。

・薬剤師からの情報提供や医師や看護師からの質問や相談，処方変更などの内容は，院内インシデ

ントシステムにてプレアボイド報告として記録されている。これらの情報は，毎月全職種が出席

するリスクマネージャー会議にて報告され，院内全体に情報共有され，注意喚起が行われている。

＊なお，2017 年 4月，未承認新規医薬品等審査部および未承認新規医薬品等評価委員会を設置した。

具体的な活動内容については，規則第 9 条の 23 第 1 項第 8 号の「⑧未承認新規医薬品等の使用条件

を定め，使用の適否等を決定する部門の状況」を参照。

・担当者の指名の有無（有・無）

・担当者の所属・職種：

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無 （ 有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：病歴管理センター長（副病院長）を医療提供説明責任者に定め，医療安全管理部が定めたインフォ

ームド・コンセントマニュアルの遵守状況の定期的な確認を行っている。適切でない事例が認められ

た場合には，必要な指導を行うとともに該当事例を病院各部署に通知又は研修で取り上げる等適切に

説明が行われるよう啓発している。また，説明内容の記載を標準化するため「IC テンプレート」を

作成し，活用している。



⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：責任者として副病院長（医科教育・研修担当）

を病歴管理センター長と定め，診療録が適切に運用されているか監査を行っている。

量的監査（毎月）は病歴管理センターの診療情報管理士が，質的監査（年 2 回）は医師・歯科医師を

始め多職種で行っている。病歴管理センターでは，監査項目及び具体的な監査方法の決定や監査結果

を診療記録管理委員会へ報告するとともに病院長，診療科等へ報告している。また，監査の質向上に

向けた取り組みとして，「診療録等について」「質的監査について」等の動画を作成し，院内 WEBに

掲載している。

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無

・所属職員：専従（4）名、専任（1）名、兼任（ ）名

うち医師：専従（1）名、専任（1）名、兼任（ ）名

うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名

うち看護師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（ ）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

１）委員会の運営及び決定事項の周知徹底並びに委員会その他関係部署との連絡調整
２）医療安全対策の推進
３）医療安全の確保に資する診療状況の把握及び職員の意識向上
４）医療安全に係る教育・研修の企画立案
５）医療安全に係る各種マニュアルの管理
６）医療事故等に関連する情報の収集、調査及び分析
７）入院患者の死亡及び医療上の重大事象に係る職員からの報告に関すること
８）医療事故等に関する診療録等の記載内容が正確であるかの点検及び指導
９）患者及び家族への説明等、医療事故発生時における対応状況の確認及び指導
１０）医療事故等の原因究明の実施・確認及び指導
１１）定期的な院内の巡視（患者誤認防止策等）
１２）血栓予防装置実施のモニタリング結果

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 6件）、及び許可件数（6 件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ）



・活動の主な内容：

審査部では、各診療科等から提出される申請書を確認の上、審査部内に設置された高難度新規医療
技術評価委員会からの意見を踏まえ、提供にあたっての条件などを含め、医療提供の適否について
決定します。また、提供を認めた症例について、適正な手続きに基づいて提供されていたかどうか、
確認を行います。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ）

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 41件）、及び許可件数（ 39 件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

活動の主な内容：審査部では，各診療科等から提出される申請書を確認の上，審査部内に設置され
た未承認新規医薬品等評価委員会からの意見を踏まえ，使用にあたっての条件などを含め，使用の
適否について決定します。また，使用を認めた症例について，適正な手続きに基づいて提供されて
いたかどうか，確認を行います。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 433 件

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 56件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

専任リスクマネジャーは、入院患者の死亡診断を行った医師及び歯科医師が作成した死亡事例報
告書、病歴管理センターから提出された入院患者死亡一覧及び電子カルテ内容を確認し、死亡退院
までの経緯を把握する。このことは、医療事故調査制度にも関連することから、毎月１回医療安全
管理委員会にて死亡事例調査報告書をあげ、入院患者の死亡事例について審議を行っている。緊急
かつ重大な事象が発生した場合、医療安全管理マニュアルにその一般的な対応方法を定めている
が、その対応にあたり危機管理室が必要と判断した場合は、医療法に定める医療事故の発生その他
必要な事項を判断する症例検討委員会や、医療の安全確保に関し、医療事故に係る原因の調査究明
及び再発防止を行う医療事故調査委員会を設置し、各委員会がそれぞれの任務にあたっている。
また、緊急かつ重大な事象以外のインシデントが発生した場合、当事者又は発見者は、発生後速や



かに、インシデントレポートにより報告することを医療安全管理マニュアルに定めている。その流
れ・患者影響レベルの選別において、専任リスクマネジャーによるレベル選別会議及び医療安全管
理部会議においてレベル３ａ以上の事象を選定後、患者影響レベル判定小委員会（医科領域）及び
医療事故防止等対策小委員会（歯科領域）の審議を経て、必要に応じて医療安全管理委員会で「事
例報告書及び改善策検討報告書」の審議や当該改善策の実行を指示している。また、リスクマネジ
ャー会議を通じて、各リスクマネジャーに当該事案の周知や実践を図っている。

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：大阪大学医学部附属病院 ）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：浜松医科大学医学部附属病院 ）・無）

・技術的助言の実施状況

特記事項なし

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況

・体制の確保状況

患者・家族等からの相談等に応じられる体制を確保するための患者相談窓口として、患者支援セン

ター医療相談室を設置しており、当該相談等で医療安全に関わるものについては、医療安全管理部と

連携して対応し、安全対策の見直し等に活用している。

⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

別紙①のとおり

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

管理者（病院長） 安達 伸生

特定機能病院管理者研修 令和 5年度[第 6回オンライン（令和 6年 2月 26 日）]を受講

(令和 7年度第 4回オンライン(令和 8 年 2月 5 日)を受講予定)

医療安全管理責任者（副病院長） 高橋 信也

特定機能病院管理者研修 令和 6年度[第 2回オンライン（令和 7年 1月 15 日）]を受講



医療機器安全管理責任者（副病院長） 大毛 宏喜

特定機能病院管理者研修 令和 6年度[第 5回オンライン（令和 7年 2月 3日）]を受講

医薬品安全管理責任者（薬剤部長） 松尾 裕彰

特定機能病院管理者研修 令和 6年度[第 6回オンライン（令和 7年 2月 14 日）]を受講

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価を受審し、2021 年 3月 5日に一般病

院 3 の認定を取得した。2024 年 11 月 19～21 日にかけて継続のための審査を受審し、現在は改善

審査に向けた取り組みを実施中である。

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

審査結果を病院ホームページで公表している。

・評価を踏まえ講じた措置

1） 個人情報が含まれる診療情報を病院系ネットワークから取り出して活用することについて、

運用内規の見直しとシステム機能改修を行った。診療情報を取り出す際に病院として承認を

必要とし、ダウンロードした記録をすべて保存することとした。

2） 診療記録に複数の意味を有する略語が使用されていることについて、診療記録に使用できる

略語は略語集にて許可されたものだけとし、また新たな略語は、診療記録管理委員会にて承

認を受けたうえで、略語集に登録されたものだけを使用できることとした。

3） 急激な状態変化を伴う副作用リスクの高い薬剤について、対象薬剤を選定し、薬剤ごとの観

察時間や記録手順を整備した。現在も対象薬剤の確認を継続しながら、観察記録の徹底に取

り組んでいる。

4） 職員の健康診断について、健康診断未受診者へ診療を制限する旨を含めた受診を促す文書の

送付に加え、各部署の長にも部署内の未受診者を通知した。また、受診状況調査により、非

常勤医師も含めて概ね 100％の受診率を達成している。

（注）記載時点の状況を記載すること



別紙①

2024年度　医療安全管理職員研修会

テーマ 主催 講師 対象 日時・場所
参加者数

合計

1 正しい検査結果を得るために
医療安全
管理部

検査部・臨床検査部門 病院新規採用者
eラーニング
4月2日（火）～

405

2 MR検査室への磁性体持込みの危険性
医療安全
管理部

MR検査安全管理委員会 病院新規採用者
eラーニング
4月2日（火）～

372

3 造影剤の副作用対策について
医療安全
管理部

	放射線診断科
三谷　英範　助教

病院新規採用者
eラーニング
4月2日（火）～

167

4 移乗介助ポジショニング
医療安全
管理部

診療支援部　リハビリテーション部門
島田　昇　副部門長

病院新規採用者
eラーニング
4月2日（火）～

156

5 検査レポートの未読を防ぐために
医療安全
管理部

医療安全管理部
渡谷　祐介　副部長

放射線・病理検
査に携わる職員

eラーニング
4月2日（火）～

237

6 糖尿病治療に用いる注射薬について
医療安全
管理部

薬剤部
大東　敏和　薬剤主任

医師・看護師・
薬剤師等　薬剤
に携わる職員

eラーニング
4月2日（火）～

250

7 転倒・転落防止について
医療安全
管理部

診療支援部リハビリテーション部門
平田 和彦　部門長

全職員
eラーニング
8月7日（水）～

421

8 Safety-IIで考える検査報告書の未読対応
医療安全
管理部

医療安全管理部
伊藤　英樹 部長

全職員
eラーニング
8月22日（木）～

370

9
人工呼吸器（病棟使用機器）Servo-U／トリロ
ジー

医療安全
管理部

ME機器管理室
Servo，トリロ
ジーを使用する
職員

eラーニング
10月4日（金）～

344

10

【必修1】
当院の医療安全管理体制について
　診療ルール、インシデント報告のルール、
　昨年度の警鐘事例、職員研修受講の必要性、
　重大事象発生時の対応

医療安全
管理部

医療安全管理責任者
髙橋　信也　副病院長（医療安全管
理・地域連携・勤務環境改善担当）

全職員
eラーニング
11月8日（金）～

3008

11
【必修2】
Safety-IIの考え方を医療実装するための手法
～FRAMについて～

医療安全
管理部

医療安全管理部
伊藤　英樹 部長

全職員
eラーニング
11月8日（金）～

3007



別紙②

2024年度　医療安全管理職員研修会

テーマ 主催 講師 対象 日時・場所
参加者数
合計

1
【必修1】
院内感染対策

感染制御部
感染制御部
佐野　由佳　専任感染対策担当者/副
看護師長

全職員
eラーニング
7月16日（火）～

3061

2
【必修2】
風邪に抗菌薬は効きません。そもそも風邪って
なに？

感染制御部
感染症科/感染制御部
野村　俊仁　診療講師

全職員
eラーニング
7月16日（火）～

3058

3
【第1回抗微生物薬適正使用研修会】
抗微生物薬適正使用の手引き　第３版

感染制御部
感染症科/感染制御部
大本　卓司　医師

抗微生物薬に関
わる業務に従事
する職員

eラーニング
7月16日（火）～

621

4
【第2回抗微生物薬適正使用研修】
βラクタム系抗菌薬のアレルギーについて

感染制御部
感染制御部
久保　有子　薬剤師

抗微生物薬に関
わる業務に従事
する職員

eラーニング
7月16日（火）～

560

Administrator
テキストボックス
院内感染防止対策研修会



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

１．医師法に定める医師免許証を有すること。

２．医療安全確保のために必要な資質及び能力を有すること。

３．病院の管理運営に必要な資質及び能力を有すること。

４．教育・研究・診療に必要な資質・能力を有すること。

５．広島大学病院の理念・基本方針を理解し，その実現に向けた強い意

思とリーダーシップを有すること。

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

病院ホームページへの掲載

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 特別の関

係

有・無

有・無

有・無

有・無



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況

合議体の設置の有無 有・無

・合議体の主要な審議内容

(1) 病院情報(診療情報及び運営情報等)の収集・分析に関する事項

(2) 医療提供体制の基本戦略の立案と評価に関する事項

(3) 予算，人員，設備等の資源配分の立案と実施に関する事項

(4) 病床，手術室等の適切な使用割り当ての方針に関する事項

(5) 医療機器，医薬品，医療材料等の戦略的調達の企画立案に関する事項

(6) 病院の運営戦略の企画立案に関する事項

(7) 病院における実習，研修，研究の在り方に関する事項

(8) 病院の諸活動の自己点検・評価に関する事項

(9) その他必要な事項の企画・立案に関する事項

・審議の概要の従業者への周知状況

会議終了後，資料及び議事録を学内ポータルへ掲載

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ）

合議体の委員名簿

氏名 委員長

（○を付

す）

職種 役職

安達 伸生 ○ 医師 病院長

谷本 幸太郎 歯科医師 主席副病院長

大毛 宏喜 医師 副病院長（診療・経営改善担当）

高橋 信也 医師
〃 （医療安全管理・地域連携・勤

務環境改善担当）

大段 秀樹 医師 〃 （臨床研究担当）



河口 浩之 医師 〃 （歯科教育・研修担当）

志馬 伸朗 医師 〃 （災害・危機管理担当）

伊藤 公訓 医師 〃 （医科教育・研修担当）

佐藤 陽子 看護師 〃 （看護担当）

寺田 美樹 事務 〃 （管理運営担当）

三上 幸夫 医師 病院長補佐（研究・基金担当）

中野 由紀子 医師 〃 （国際・保険診療担当）

柳本 惣市 歯科医師 〃 （歯科診療担当）

太田 耕司 歯科医師 〃 （歯科安全・感染担当）

飯田 幸治 医師 〃 （教員人事担当）

加治屋 幹人 歯科医師 〃 （歯学研究担当）

松尾 裕彰 薬剤師 薬剤部長

山﨑 真一
臨 床 検 査

技師
診療支援部長

田中 純子 教員
理事・副学長（霞地区・教員人事・広報

担当）

津賀 一弘 歯科医師
理事・副学長（社会連携・基金・校友会

担当）

藤本 淳也 医師 病院医療情報部長



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）
・ 公表の方法

大学ホームページに掲載

・ 規程の主な内容
・病院長が病院の業務を掌理
・副病院長等の選考方法
・副病院長等の担当

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割

・副病院長：病院長の業務の一部を分担し，病院長を補佐，以下の担当9名を配置
（主席副病院長 ／ 診療・経営改善担当 ／ 医療安全管理・地域連携・勤務環境

改善担当 ／ 臨床研究担当 ／歯科教育・研修担当 ／ 災害・危機管理担当 ／
医科教育・研修担当 ／ 看護担当 ／ 管理運営担当）

・病院長補佐：病院長の管理運営等に関して病院長を補佐，以下の担当6名を配置
（研究・基金担当 ／ 国際・保険診療担当 ／ 歯科診療担当 ／
歯科安全・感染担当 ／ 教員人事担当 ／ 歯学研究担当）

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況

厚生労働省が公益財団法人日本医療機能評価機構に委託し実施している「特定機能病院管理
者研修」の受講



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況

監査委員会の設置状況 有・無

・監査委員会の開催状況：年 2回（令和 6年 12 月 12 日、令和 7 年 3 月 6日実施）

・活動の主な内容：

・病院の医療安全に係る業務の状況について病院長等から報告を求め、又は必要に応じて自ら確認
を実施する。

・必要に応じ、学長又は病院長に対し、医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよう意見
を表明する。

・監査結果を公表する。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法：

病院ホームページへの掲載

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

山田 謙慈
広島県医師会・

常任理事
○

医療に係る安全管

理に関する識見を

有する者

無 1

中井 克洋
広島メープル法

律事務所

法律に関する識見

を有する者
無 1

中川 圭

認定 NPO 法人乳

がん患者友の会

きらら・理事長

医療を受ける者 無 2

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容
広島大学内部統制規則に基づく

・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法
大学ホームページに掲載



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況
・役員会：大学の重要事項を審議、メンバーは学長及び理事

原則として毎月1回開催

・経営協議会：大学の経営に関する重要事項を審議、メンバーは学長、理事及び学外有識者
学長が必要と認めたときに開催

・ 会議体の実施状況（ 年24回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年20回 ）

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法
大学ホームページに掲載

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

有・無

有・無

有・無

有・無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ）

・通報件数（年 0 件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ）

・周知の方法

学内ポータルサイト及び大学ホームページに掲載


